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（57）要約

輝度の重みの異なる複数のサブフィールドで1フィールドの画像を構成し、
1フィールドの画像¡を構成するサブフィールドの組み合せを変化させることに 
より必要な階調を表示する方法において、画像の移動方向及び移動量を示す動 
きペクトルを画像データから検出し、検出した動きペクトルにしたがって画像 
が移動した場合に網膜が受ける階調と等価の階調を^網膜に与える画像データを 
新たに生成する。新たに生成した画像デ'夕に基づいてサブフィールドの組み 
合せを決定する。

町に基づいて公開される国際出願のパンフレット第一頁に掲載された扣丁加盟国を同定するために使用されるコード（参考情報）
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明細書

動画像表示方法及びその装置

技術分野
本発明は、プラズマディスプレイパネル（以下、単に「PDP」と記述する） 

等において動画像؛表示する場合に発生する偽輪郭を効果的に抑止する動画像 
表示方法及びその装置に関する。
背景技術
近年の表示装置の大型化要望に応えるために、PDP，[]دد 蛍光 

表示管、液晶表示素子等の薄型のマトリックスパネルが提供され始めた。かか 
る薄型の表示装置の中で、特にP D Pは大画面で直視型の表示デバイスとして 
の期待が非常に大きい。

?٥?の中間調表示方法のーっとして、フィールド内時間分割法がある。こ 
の中間調表示方法は、1フィ'ルドを、輝度の重みの異なるN枚の画面（以下、 

「サブフィールド」と記述する）で構成する。輝度の重みの小$い側から3? 

0，SF1，SF2，···. ·, SF （N-1）と呼ばれ、これらサブフィール 
ドの輝度の重みの比はそれぞれ、2٥，22١，. .···，2 2，ا'+である。1フ 
ィ'ルド内の中間輝度は、サブフィールドの発光の有無を選択する事により制 
御される。人間の目に感じる輝度は、人間の視覚特性（残光特性）により、発 
光サブフィールドの各々の輝度の和で表せる。この中間調表示方法で表現出来 
る中間階調数は1フィールド内のザブフィールド数、即ち2のN乗通りである。
図1に上記中間調表示方法を用いた1フィールド内の表示シ.ケンスを示す。 

1フィールドは8枚（N=8）の輝度の重みの異なるザブフィールドで構成さ 
れている。各サブフィールドは輝度の重みの大きいほうから3?7，SF6,
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…· ·，3卩0と呼ばれている。ここで、3۶7を最上位ビット(MSB)側、 
3۶0を最下位ビット(LSB)側と呼んでいる。

サブフィールドの発光回数の比は、3ド0を‘‘1”とすると、SF1« ،،2", 

S F 2は“4”，…· · S F 6は“6 4”，S F 7は‘‘ 1 2 8 ”である。ザブフ 
イールド数が8個のときは2 5 6階調まで表現できる。

ところで、上述したサブフィールド法による中間調表示方法は、PDP◦¿ 

うな「1」と「0」の2つの階調しか表現出来ない2値表示デバイスでも多階 
調表現が可能である点で優れている。P D P ^ザブフィールド法で駆動するこ 
とにより、ブラウン管方式のテレビ画像とほぼ同様な画質を実現できる。

しかしながら、例えば、濃淡が緩やかに変化している被写体の動画像が表示 
された場合、プラウン管方式のテレビ画像では見られない？〇۶画像に特有の 
いわゆる偽輪郭が発生する。
偽輪郭発生現象は、人間の視覚特性に起因した現象であって、映像信号レベ 

ルが2 5 6階調表示のとき、上記の12 8，6 4, 3 2，16などといった2 

のN乗の境界付近に沿って、あたかも階調が失われたような状態で、更には本 
来表示すべき色と違った色が縞状となって見られる現象である。しかし、静止 
画像を表示した場合には偽輪郭は感じられない。動きのある部分でかつ上記信 
号レベルの周辺でのみ認知されるのが偽輪郭の特徴である。
図2 (a)、(b)；を用いてサブフィールド階調表示方法で偽輪郭が発生する 

原理にっいて説明する。図2 (a)では、1フィールド内のザブフィールド数 
が8個でその配列が輝度の重みの小さい順番、即ち3?0，SF1, SF2， 

…· ·，SF7の順に並ぶ場合を示している。ある画素位置の信号レベルが1 

2 7から1 2 8に変化しているときに١この動画像が1フィールドで3画素移 
動しているものとする。図2 (b)は١観測者がこの動画像を画面上で観測し 
た場合に、観察者が受ける輝度変化を示す。
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このように、信号レベル12 7 (SF0^bSF6^T(Z)D と信号レベ 
ル12 8 (SF7のみが発光)が隣り合っている場合、

( 1 /2 5 6)である。しかし、人間の網膜上で感じる発光値は、この発光時 
間の不均一性により、画像の移動した画素分の積分値となる。即ち、本来同じ 
画素で発光しているべき各々のザブフィールドの発光が動画像部では異なった 
画素位置で発光していることになり、画素の中間調輝度が単に各サブフィール 
ドの和で表現出来なくなる。これが人間の視覚で偽輪郭として感じられる理由 
である。
図2 (b)に示した様に、動画像が表示画面の左側から右側へスクロールす 

ると、上述の信号レベルの境界部は明るい線として感じられ、反対に動画像が 
表示画面の右側から左側へスクロールすると、上述の信号レベルの境界部はサ 
ナフノールドの空間的分離により、暗い線として感じられることになる。
一方、サブフィールドの配列が輝度の重みの大きい方、即ちS F 7、S F 6， 

SF5，…· ·，3卩0と順に並んでいる表示方法においては、動画像が表示 
画面の左側から右側へスクロールすると、信号レベルの境界部は暗い線として 
感じられ、反対に動画像が表示画面の右側から左側へスクロールすると、信号 
レベルの境界部は明るい線として感じられることになる。つまり、表示画面の 
動画像の移動方向によって、偽輪郭の見え方が異なることになる。
更に、この偽輪郭の発生は動画像の動き速度にも依存し、動き速度が速い程、 

偽輪郭の及ぶ範囲は大きい。例えば、1フィールド中に10画素移動する動画 
像の偽輪郭は1〇画素にも及ぶ。
従来、この偽輪郭に対する対策として各種の提案が^れており、特開平7 — 

2 7 1 3 2 5号公報では、サブフィールドの表示順^、パルス数比率が1，2, 

4，8，16，3 2, 6 4，12 8のような単純増加でなく、偽輪郭が目立た 
ないような順序に並び替える技術を開示している。例えば、ザブフィールド中 
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で一番表示期間の長いサブフィールドをフィールドの中心に配置するような川頁 
番に表示したり、1フィールド毎に表示順番を変化させたりする方法などであ 
る。

しかし、ザブフィールドの並び替えやフィールド毎にサブフィールドの発光 
シーケンスを変えたのでは、動きの速い動画像に対する偽輪郭には対応出来な 
いなど効果が極めて限定される。

また、特開平8 — 1 2 3 3 5 5号公報には動き検出を利用した偽輪郭の抑止 
技術が開示されている。これは連続した2枚のフィールド画面の動画と背景画 
に対応した画面から動き量と方向を検出し、この検出値と各サブフィールド画 
面の単位時間における分害|」時間割合に基づいて動き補正量を求め、この補正量 
だけ対応するサブフィールド画面の発光パターンを移動させるといった技術で 
ある。

また、特開平8 - 2 1 1 8 4 8号公報では、動きペクトルをフィールド間の 
表示データにより画素ブロック毎に検出し、フィールド内の先頭ザブフィ'ル 
ドは入力データのそれに対応するデータを表示し、それに続く各サブフィール 
ドは各々の先頭サブフィールドからの遅れ時間をフィールド周期で割った値を 
動きペクトルに掛け算した値を用いて表示データを移動させ画像を表示する技 
術内容が開示されている。
上記したように動き量に応じてサブフィールドの発光パターンを移動させた 

り表示データを変えるだけでは、後述するように、視覚光量とのマッテングが 
完全に対応できない場合が発生し、単に動き量によるサブフィールドデータの 
移動だけでは偽輪郭の発生を防止できないことが視覚実験により判った。また、 
動き検出を利用した偽輪郭抑制では、偽輪郭を防止するための決め手は如何に 
精度良く動き量を検出するかにかかっているにも拘わらず、実用性のある動き 
検出の具体的構成が十分に開示されていない。
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また、特開平8 - 2 3 4 6 9 4号公報に開示された偽輪郭補正方法では、同 
一画素に対応する単位画素データを少なくとも1フレーム期間だけ離れた前回 
値と今回値とを比較して、双方の発光論理値の最上位ビットの桁位置がお互い 
に異なる場合、今回値にっいて補正データを加算あるいは減算している。

しかし、この偽輪郭補正方法では動画像の動き方向が特定出来なければ効果 
が反対になる可能性がある。例えば、上位方向にビットの桁位置^検出した時 
補正データを減算するが、前述したように画像が左方向に動いているときに上 
記演算を行うとかえって偽輪郭が強調され効果が反対になる場合が生じてくる。 
同様に下位方向にピットを検出した時補正デー夕を加算するが、画像が反対方 
向に移動している場合は効果が逆となる。また、速度の速い動画像にも対応で 
きない課題を有している。

このように、従来からある偽輪郭の抑止に関する技術では、動きペクトルの 
検出精度が十分でなぐ動きの速い動画像および濃度が平坦な画像に発生する 
偽輪郭を十分に防止することができないという課題を有している。
発明の開示
本発明は、以上のような実情に鑑みてなされたもので、サブフィールド法で 

階調表示쭌行스表示装置仁為나丁、動画像^目で追従したときの偽輪郭の発生 
を大幅に抑制し、高画質な動画像表示方法及び動画像表示装置を提供すること 
を目的とする。
本発明は、輝度の重みの異なる複数のサブフィールドで1フィ.ルドの画像 

を構成し、1フィールドの画像を構成するサブフィールドの組み合せを変化$ 
せることにより必要な階調を表示する方法において、画儉の移動方向及び移動 
量を示す動きペクトルを画像データから検出するステップと、検出した動きべ 
クトルにしたがって画像が移動した場合に網膜が受ける階調と等価の階調を網 
膜に与える画像データを新たに生成するステップと、新たに生成した画像デー 



wo 98/44479 PCT/JP98/01335

6

タに基づいてサブフィールドの組み合せを決定するステップと、を具備する動 
画像表示方法を提供する。

また、本発明は、サブフィールド期間に移動した注目画素から影響を受ける 
画像領域に対して前記注目画素の画素濃度^分配し、周辺画素から画素濃度が 
分配^れた各画素にっいてそれぞれ画素濃度の総和に応じて当該ザブフィール 
ドの点灯の有無を決定する動画像表示方法を提供する。
本発明によれば、画像の動きペクトルを検出し、該検出した動きペクトルの 

移動方向に沿って、表示すべき画像データを分配配置してサブフィールド駆動 
データを構成するようにしたので、動き画素数、及び動き方向に応じたベクト 
ル値から、表示画面上で移動画素に対し視線が追従したときに、各ザブフィー 
ルド区間内での発光時間と画面上の視線移動の経路から各網膜位置に入る光量 
の寄与率がリアルタイムで計算され、その出力デー夕から新しいサブフィ'ル 

ドデータが作成されるので、動きの検出された正確な画素の移動画素数、及び 
移動方向に応じて画像データが変換され、偽輪郭の発生を防止することができ 
るという効果がある。

また、本発明は、上記画像データの分配を、ザブフィールド毎に順次に行な 
うようにしたので、サブフィ'ルド処理を大幅に削減することができ、演算速 
度の高速化を図ることができる。

また、本発明は、上記画像データを分配する画素位置と分配割合を、前記検 
出した動きペクトルの移動方向及び移動量に基づいて算出する動画像表示方法 
を提供する。

この発明によれば、網膜に入る光量^正確に求めることができるという効果 
がある。

また、本発明は、画像の動きペクトルを検出し、該検出した動きペクトルを 
基に、画素毎の4隅の移動方向ならびに移動量を示す四隅動きペクトルを検出 
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し、検出した4隅動きペクトルに沿って、表示すべき画像データを分配配置し 
てザブフィールドを構成する動画像表示方法を提供する。

この発明によれば、画素の動きに伴ってその形状が歪む場合においても、正 
確に形状を把握しておくことが可能となり、正確な画素面積と寄与率を求める 
ことが可能となる。

また、本発明は、偽輪郭の発生する信号レベル近傍の画素の動きを捉え、画

この発明によれば、偽輪郭の発生する信号レベル近傍で画素の動きを捉える 
ことで、画素値の分布の偏りに影響されることなく、画像の局所的な変化を高 
速に検出することができる。偽輪郭部の発生する画素の動きは極めて局所的な 
検出で十分であり、計算時間、回路構成等を簡単にできる。

また、本発明は、偽輪郭の発生する信号レベル近傍の区間をしきい値により 
現フィールド画像及び前フィールド画像を2値化し、2値化画像を比較して動 
いた画素の移動画素数及び移動方向を検出し、現フィールド画像で偽輪郭の発 
生する信号レベル;を持った動き画素をその移動画素数及び移動方向に応じて補 
正する動画像表示方法を提供する。

この発明によれば、偽輪郭の発生する信号レベル近傍のしきい値にて現フィ 
ールド画像及び前フィールド画像を2値化するので、少領域でも原画像の特徴 
を反映したものとなり、偽輪郭部の発生する画素の動きを検出できる。また、 
動きの検出された画素の移動画素数及び移動方向に応じて補正するので偽輪郭 
の発生を防止できる。

また、本発明は、現フィールド画像及び前フィールド画像からブロック単位 
で動きペクトルを検出する際に、前記現フィールド画像と前記前フィールド画 
像の画素レベルに応じて各々に付与した識別コードの相関値から動きペクトル 
を検出する動画像表示方法を提供する。
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この発明によれば、第1に画素レベルに応じて付与した識別コードの相関値 
から動きペクトルを検出することで、精度の高い動きペクトルの検出ができる。 
さらに、精度の高い動きペクトルを用いた画像データの補正を行うことにより、 
偽輪郭の発生を抑制し、高画質な表示ができる。

また、本発明は、画像の濃度勾配^検出し、濃度勾配の平坦部は動き検出に 
依存しない現フィールド画像のデータ分散処理を行う動画像表示方法を提供す 
る。

この発明によれば、濃度勾配の平坦部にっいては既存のデータ分散処理で十 
分に偽輪郭の発生を抑制でき、かつ処理速度も早いことから、既存のデータ分 
散処理の利点と本発明の利点とを効果的に組み合せることができる。

図面の簡単な説明
図1は、サブフィールドの輝度比を示す図、
図2は、サブフィールド法での偽輪郭発生原理を示す図、
図3は、発明の実施の形態1に係る階調画像表示装置の全体構成図、
図4は、実施の形態1における動き検出処理部の機能ブロック図、
図5は١動き検出処理部における2値演算部の回路構成図、
図6は、動き検出処理部における比較部の構成図、
図7は、データ補正処理部の構成図、
図8は、動きベクトルテーブルの構成図١

図9は、補正テーブルの構成図、
図10は、補正テーブルにおける第1象限、第2象限のテ.プル構成図、
図11は、補正テーブルにおける第3象限、第4象限のテーブル構成図、
図12は、実施の形態1に係る階調画像表示装置の全体的な処理の流れを示 

す図١
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図1 3は、サンプル画像での多階層画像としきい値との関係を示す図、
図14は、ブロックマッチングの概念図、
図15は、既知ブロック仄丁処理の概念図、
図1 6は、不定ブロック処理の既知ブロックと不定ブロックの具体例を示す 

図、
図17は、エッジ検出ウインドウの具体例を示す図、
図18は、不定ブロック処理のブロック関係を示す図、
図19は、不定ブロック処理における線形補間の位置関係を示す図、
図2 0は、多数決判定処理のフローチャート、
図2 1は、統合処理の動作フローチャート、
図2 2は、統合処理の演算を示す図、
図2 3は、本発明の実施に形態2に係る階調画像表示装置の全体構成図١

図24は、実施の形態2に係る階調画像表示装置における画像変換部のブロ 
ック構成図、
図2 5は、実施の形態2に係る階調画像表示装置における動き検出処理部の

ブロック構成図、
図2 6は、実施の形態2における識別コードの付与例を示す図、
図2 7は、実施の形態2に係わる階調画像表示装置の全体的な処理の流れを 

示す図、
図2 8は、実施の形態2におけるサンプル画像での多階層画像と閾値との関 

係を示す図、
図2 9は、実施の形態2における識別コードによる動きペクトル検出の全体

動作フローチャート、
図3 〇は、実施の形態2における動きペクトル検出を求めるための動作フロ
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図3 1は、実施の形態2における統合処理の動作フローチャート、
図3 2は、実施の形態2におけるデータ補正処理部のブロック構成図、
図3 3は、実施の形態2における濃度勾配検出処理部のブロック構成図、
図3 4 (a)は、多値誤差拡散法の構成図、
図3 4 (b)は、画素拡散法の構成図、
図3 5は、画素拡散法のパターンの一例を示す図、
図36は、本発明の実施の形態3にかかる階調表示装置の全体を示す構成図、
図3 7は、画像データ演算変換部の詳細な構成を示す図、
図3 8は、ある位置の動きペクトルを示す図、
039は、実施の形態3におけるサブフィールドの発光シーケンス^示す図、
図4 0は、画像データがディスプレイ上の位置を移動を示している図、
図4 1は、中間座標抽出演算部からの動きペクトルデータと画像データとか 

ら、新画像データと2値のビットマップとを出力するまでの構成を示す図、
図4 2は、テ1'イスプレイ上のある位置(X、У)に対して、画像データが配 

列されたレジスタから、新画像データが配列されている新画像データ収納部ま 
での流れを視覚的に示した概念図、
図4 3は、加算器出力と減算器出力ج視覚的に示した図、
図4 4 (a)は、視点がディスプレイ上^動く様^表している図、
図4 4 (b)は、2画素の画像データが移動し、それに伴い網膜画素が移動 

している様を示している図、
図45は、各サブフィールドで1単位の網膜画素がディスプレイ上の各画素 

からどれだけ影響を受けるかを小数3桁までの数字で表した図、
図4 6は、画像処理をする前のデータと処理の結果を示す図、
図4 7は、第1サブフィールド区間内での処理を示す図、
図4 8は、第2サブフィールド区間内での処理ج示す図、
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図4 9は、第3サブフィールド区間内での処理を示す図、
図5 0は、ある画像データの画素が時刻t 1からt 2の間に移動したこと示 

す図、
図5 1は、ディスプレイ上の位置（xO、yo）の付近を拡大した図、
図5 2は、あるディスプレイ上の位置に網膜画素が重なっている図、
図5 3は、網膜画素とその網膜画素をすべてを囲0長方形とその長方形の最 

大最小の座標を示す図、
図5 4は、寄与率の求めかたを説明するための図、
図5 5は、いろいろな時刻の網膜画素の位置を示す図、
図5 6は、ある時刻における網膜画素とディスプレイ上の位置（X、У）と 

の重なりとを示している図、
図5 7は、画像データ演算変換部の詳細な構成を示す図、
図5 8は、画像データがディスプレイ上の位置を移動している様子を示して 

いる図١及び
図5 9は、中間座標抽出演算部からの動きペクトルデータと画像データとか 

ら、新画像データと2値のビットマップと^出力するまで構成;を示す図である。 

発明を実施するための最良の形態
以下、本発明の実施の形態にっいて図面を参照して具体的に説明する。 

（実施の形態1）

図3は、本発明の動画像表示方法を適用した階調画像表示装置の全体構成を 
示している。この階調画像表示装置は、ビデオ信号処理部1でビデオ信号を1 

G，آددددبأ A/DÜ2TR, G， 

してから動き検出処理部3に入力する。動き検出処理部3で、平滑化処理、多 
階層2値化処理、ブロックマッチング処理、多数決٠統合判定処理を実施して 
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入力画像の動き画素数及び移動方向を検出する。動き検出処理部3で検出した 
動き画素数、移動方向及び検出ブ'ロック情報を、動き画素数及び移動方向に応 
じた補正量が設定された補正テーブルを備えたデータ補正処理部4へ入力して 
偽輪郭の発生する画素の階調データを補正して出力処理部5へ出力する。出力 
処理部5は、各画素の階調データを電圧印可時間幅に対応したパルス数に変換 
して1スキャンドライバ7及び٢スキャンドライバ8に与えることで？٥?で 
構成された画像表示部6に中間調表示を行っている。

なお、同期分離処理部9においてビデオ信号から同期信号を分離して入カビ 
デオ信号に同期したタインミング信号をタイミング発生部1 0で生成して各部 
に与えている。
動き検出処理部3の具体的な構成を図4に示す。A/DÜ 2から入力し 

た原画像データを、現フィールドブロック3 1に入力するとともに、遅延回路 
2 0で1フィールド分遅延させてから前フィールドブロックВ 2へ入力する。 
現フィールドブロックB1では、現フィールドの原画像データを尺,G，ΒΘ 

3つの平滑化フィルタからなる平滑化フィルタブロック2 1 — 1に入力し、各 
色毎に平滑化処理して原画像に含まれているノイズ成分ج除去する。平滑化処 
理した原画像データ^尺，G， 6毎に設けられた多階層2値化処理部からなる 
多階層2値化ブロック2 2 — 1に入力して各色毎に複数の2値化しきい値で2 

値化処理する。ここで、2値化しきい値は偽輪郭の発生する信号レベル近傍に 
設定する。例えば、8ビットで2 5 6階調の表示を行う場合であれば、31か 
ら32、 63から64、 127から128及びその逆の信号レベルを含んだ値 
に設定する。各しきい値毎に得られた2値化画像データ（多階層画像データ） 
はそれぞれ多階層メモリブロック2 3 — 1の各色の画像メモリに格納する。

1フィールド前の原画像を処理する前フィールドブロックВ 2は上記現フィ 
ールドブロックB1と同様に構成されでいる。すなわち、平滑化フィルタプ口 
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ック2 1 — 2で1フィールド前の原画像データを各色毎に平滑化処理し、R, 

G，в毎に設けられた多階層2値化処理部からなる多階層2値化ブロック2 2 

一2で各色毎に複数の2値化しきい値で2値化処理し、各しきい値毎に得られ 
た多階層画像データを多階層メモリブロック2 3 — 2の各色の画像メモリに格 
納する。
動き検出のためのブロックマッチング処理において、現フィールド画像から 

切り出す検出ブロックκвのアドレスマッピングをアドレスマッピング部24 

一1が行い、前フィールド画像から切り出す参照ブロック尺3のブロックのア 
ドレスマッピングをアドレスマッピング部24-lが行う。検出ブ'ロックKB 

ルびを昭プロ、、パ7^٩のち面1٠干'ータは٠まベノ7トル検出部2 5へ入力する。
動きペクトル検出部2 5は、2値演算部が各色毎に設けられた2値演算プロ 

ック2 6と、比較部が各色毎に設けられた比較検出ブロック2 7とで構成され、 
ブロックマッチングによってフィールド間の画像の動きを求める。
多数決·統合判定部28は、各検出ブロックκвの動き画素数及び動き方向 

^判定して、判定結果を動きベクトルテーブル2 9に登録する。
データ補正処理部4は、動きベクトルテーブル2 9及び予め視覚実験に基づ 

いて作り込んだ補正テーブルにより偽輪郭部の画素データ^補正する。
以上のように構成された階調画像表示装置の動作の詳細にっいて説明する。
図12は、図4に示す動き検出処理部3の各ブロックでの処理内容を概念的 

に抜き出した図である。以下、図12に示す動き検出処理部3の各ブロックで 
の処理内容にっいて説明する。
現フィールド画像及び前フィールド画像のそれぞれにつき、偽輪郭の発生す 

る信号レベルに設定した2値化しきい値により2値化処理がなされる。
ここで、多階層2値化画像の概念にっいて図1 3を参照して説明する。
図13は横軸が画素位置、縦軸が画素値を示す。1面_（直の٠٠はロ低1のしき 
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V٥|Thl^bThn （同図ではn = 5）により、（〇+1）個の区間に分割 
されており、隣接区間では値が異なるよう2値化画素値が割り振られ、各画素 
は画素値がどの区間に属するかに応じて2値化される。

この2値化方法は画素値の分布の偏りに影響されることなく、画像の局所的 
な変化を表すことができるので、2値化された画像は動きペクトル検出のブロ 
ックのような少量域内でも原画像の特徴を反映したものとなる。偽輪郭の発生 
する画素の動きは極めて局所的な検出で十分であり、 計算時間、 回路構成等쭌 
簡単にできる。
次に動きペクトル検出部2 5でのブロックマッチング処理にっいて説明する。
フィールド間の画像の動きを求める方法としてブロックマッチング方法を用 

いている。この方法は、前述したように検出ブロック尺3を水平16画素、垂 
直1 6画素に、参照ブロックRBも検出ブロックKBと同じサイズに設定した 
とき、٠日§プ□、ソ 々 R R 우송하٥日8合音堀나? 冻つ水^4 S 1面表. 垂直4 8画素とす 
れば、水平方向 （묘方向） の動き画素数は一16画素から+16画素まで検出 
でき、垂直方向（٧方向）の動き画素数も同様にー16画素から+16画素ま 
で検出できる。動画像が表示画面で動くとき、その偽輪郭が目立つのは、その 
フィールド間の動きが6画素から15画素近傍であるので、動き画素数の検出 
能力は上記の程度必要である。図12に示すように、現フィールドと前フィー 
ルド間の画像の動きを矩形のブロック単位で求め、現フィールドを複数の参照 
領域묘 に分割 した各検出プロ ッ ク К В にっいて最もよ く ー致する部分を前フ ィ 
ールドの参照領域尺の中に含まれる参照ブロックR Вの中から見つけ、この間 
の量^動きペクトルとして求める。

この際、ブロックの一致の度合いは定められた評価関数値の大小により判定 
し動きペクトルの検出は参照領域Rに含まれる多数の参照ブロックRBの中か 
ら評価関数最小値を与えるものを探し出すことにより行う。
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上記方法に基づいた構成を濃淡画像で行う場合、評価関数値の計算に多値（例 
えば8ビット）で表された画素値を用いて減算、比較等の多量の演算を行うこ 
とにより実時間処理で評価出来る参照ブロックRBの数が限られているため、 
正しい動きペクトルを与える参照ブロック尺6が評価されない場合が生じ、糸吉 
果として動きペクトルの検出精度が低くなるという問題を有していた。

P D Pにおける偽輪郭部抑制のためには、偽輪郭の発生する信号レベルが判 
っているため、偽輪郭の発生する近傍の画像の動きを求めるためには、この近 
傍の画像を2値化し、その2値画像の動きペクトルを求めることにより、計算 
時間及び精度が向上する。また、偽輪郭が発生しない画像の動きペクトルは無 
視することができる。

2値演算ブロック2 6において、一致度を示す評価関数を計算する。図5に、 
検出ブロックК вザイズが4 X4画素の場合の2値演算部の構成を示す。なお、 
検出ブロックκвサイズはl 6 X 1 6、参照領域尺は4 8 X 4 8て説明するが、 
ここでは説明を簡単にするために4ズ4で説明する。

2値演算部は、ブロック内の4ラインにっいてフィールド間のマッチングを 
検出する2値ラインマッチング部30-1、30 — 2、30 — 3、30 —4を 
備えている。2値ラインマッチング部30 —1は、現フィールドと前フィ.ル 
ドとの間で第1ラインのラインマッチングをみる。検出ブロックκвの第lラ 
インのラインデータをシフトレジスタ3 1- 1に入力し、参照ブロックRBの 
第1ラインのラインデータをシフトレジスタ31-2に入力する。シフトレジ 
スタ3 1-1、3 1 — 2は、4つの画素データを保持することができ、2つの 
シフトレジスタから同一画素位置の画素データが同一の排他的論理和回路3 2 

—1、32 — 2、32 — 3、3 2 —4へ入力するようにしている。排他的論理 
和回路の出力をビット加算回路3 3で加算してマルチプレクサ3 4へ入力する。

2値ラインマッチング部30-2、30-3、30-4も、上記2値ライン 
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マッチング部30—1と同じ構成を有しており、それぞれ第2から第4ライン 
のラインマッチングを評価してライン評価値となるビット加算値をマルチプレ 
クサ34へ入力する。マルチプレクサ34^介して2値ラインマッチング部3 

0-1١ 30 — 2、30-3、3 0-4の出力を選択的に加算器3 5へ入力し 
て4ラインのライン評価値を加算した加算値を1ブロック分のブロック評価値 
としてレジスタ3 6に保存する。レジスタ3 7は出力制御のためのものである。
上記2値演算部において、多階層画像メモリから信号線を介して供給された 

検出ブロックК В、参照ブロックR Вのデータは走査線単位で2値ラインマッ 
チング部3 0に送られる。各ラインマッチング部3 0 - 1から3 0 - 4では、 
シフトレジスタ3 1-1、3 1_"2を用いて画素毎の2値データが取り出され、 
ブロック内で同位置の画素同士で排他的論理輪回路32-1から32-4によ 
り一致、不一致が評価され、不一致のとき値1が、一致のとき値〇がビット加 
算回路3 3に供給される。

ピット加算回路3 3ではこれらの和が求められる。このビット加算値は走査 
線毎の不一致画素数を示す。この和が信号線^介して2値ラインマッチング部 
3 0より出力され、マルチプレクサ3 4に供給される。マルチプレクサ3 4で 
は、選択制御線より送られた選択制御信号により各ラインのビット加算回路3 

3の出力を順次選択していき、信号線を介して加算器3 5に供給する。加算器 
3 5及びレジスタ3 6によりこの入力値の和が求められ、ブロック間の不一致 
画素数が評価関数値として求められる。
比較検出ブロック27の動作にっいて説明する。
図6に比較検出ブロック2 7の比較部の構成を示している。比較部は、最小 

評価関数値^保持するレジスタ4 1、最小評価関数値を示した参照ブロック尺 
Βω٧7卜量を保持するレジスタ4 2、現在の最小評価関数値と今回比較対象 
の2値演算部出力（あるシフト量のブロック評価関数値）とを比較する比較器
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4 3、マルチプレクサ4 4、4 5で構成$れている。
比較部において、レジスタ41に各時点における評価関数値の最小値が保持 

され、レジスタ4 2にその最小値に対応する参照ブ□١7^RB0٧7ト量が保 
持される。比較器4 3では信号線を介して供給される評価関数値とレジスタ4 

1から供給される評価関数最小値とが比較され、その比較結果が信号線を介し 
て2つのマルチプレクサ44、 45へ選択制御信号として送出される。2値演 
算部からの入力が小のとき、マルチプレクサ4 4は2値演算部からの入力評価 
関数値で、レジスタ4 1の内容を更新し、かつマルチプレクサ4 5は2値演算 
部からの入力シフト量でレジスタ4 2の内容を更新する。最終的にレジスタ4 

2に保持されているシフト量がこの検出ブロックκвの動きペクトルとして多 
数決٠統合判定部28へ送出される。
多数決·統合判定部2 8の動作にっいて説明する。

ここでは各尺,G, в成分の検出ブロックと参照ブロックとの比較で動きの検 
出されなかった検出ブロック、即ち、不定ブロックを周囲の既知ブロックの情 
報から演算する処理と各尺，G, в成分の検出ブロックの動きペクトル情報か 
らーつの動きペクトルに統合演算する処理を行う。
多数決·統合判定部28に動きペクトル検出部25が現フィールド$複数分 

割した各検出ブロック仄6にっいて検出した動きペクトル情報が入力する。多 
数決·統合判定部2 8は、不定ブロック処理及び多数決処理により各検出プ口 
ックκвの動き画素数及び動き方向を判定して、判定結果を動きベクトルテー 
ブル2 9に登録する。
多数決٠統合判定部28で実行される不定ブロック処理にっいて図15から 

図17を参照して説明する。
多階層2値画像をブロック毎に区切った場合、そのエッジ部がブロック内に 

ある場合は動き画素数を求めることができるが、ブロック内の画像データが全 
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て“1”の領域およびその領域が隣接している場合（図1 5のFの符号を付し 
。は、そのブロックの領域の動き画素数が見つけられない（احر

このような場合は、動きペクトルの検出時にこのブロック域での動き画素数 
を不定（例えば、フラグを1）とし、他のブロックと区別して仮登録しておく。 
そして、既知ブロックKT領域で挟まれた不定ブロックFT領域の動き画素数 
及び方向を既知ブロック仄丁から求める。不定ブロックF 丁領域は既知ブロッ 
ク尺丁領域と同じ動きをするから、これらを^囲む既知ブロック仄丁の動き画素 
数と同一値を採用する。

この方法として、イメージマツプ法が考えられる。例えば、2値画像ザイズ 
が水平6 1 4 1画素、垂直4 8 〇画素のいわゆる乂〇八タイプの場合、動きべ 
クトルの検出ブロックквм1 6 X 1 6画素であると、図1 6に示すようにブ 
ロック数は水平4 0、垂直3 0の計1 2 0 0個のブロック域に分割できる。こ 
のため、4 0 X 3 0画素のイメ^ジマップとして不定ブロックFTを囲む既知 
ブロック民丁の形状からその不定ブロックF 丁を求めることができる。ここで、 
ス宙プロ、リノ7下？丁キラ٠1面٠で千'一々“1”の領域とし、既知ブロック仄丁を 
データ‘‘0’’の領域とする。

この方法では、図1 7に示す3 X 3のエッジ検出ウインドウオペレータ^用 
いる。図1 7には3 X 3のエッジ検出パタ'ンの組み合わせのうち9例を示し 
でいる。このウインドウで40><3 0のブロックイメージ^走査し、注目点を 
基準にしてエッジパターンと一致したところがあれば、それは不定ブロックF 

T域と既知ブロックKT域の境界であるから、その不定ブロックFTを既知ブ 
ロックKTに置き換えていく。その不定ブロックFTの動き画素数は注目点を 
含む既知ブロック尺丁の動き画素数と等しくなる。
次に、さらに、高精度な方法である線形補間法にっいて説明する。

図18はこの方法による不定ブロックを含んだブロック関係を示す。この場合 
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の線形補間の手順は次のように行われる。
図18において、まず注目ブロック(図中の乂印)を基準として右方向へフ 

ラグ’ 一1’の既知ブロックの探索を行い、このブロックが存在すればその動 
きペクトルを取り出し、参照ブロック1とする。この時、参照ブロック1の位 
置の動きペクトルを(xi, yl)で示し、注目ブロックからの距離をdlと 
する。なお、動きペクトルは、動き画素数と動き方向( + /-)で示すものと 
する。
次に、注目ブロックを基準として左方向へフラグ’ _1’の既知ブロックの 

探索を行い、このブロックが存在すればその動きペクトルを取り出し、参照ブ 
ロック2とする。この時、参照ブロック2の位置の動きペクトルを(Χ2，у

2) で示し、注目ブロックからの距離を٥2とする。
さらに、注目ブロックを基準として上方向へフラグ’ 一1’の既知ブロックの 
探索を行い、このブロックが存在すればその動きペクトルを取り出し、参照ブ 
ロック3とする。この時、参照ブロック3の位置の動きペクトルを(хЗ, у

3) で示し、注目ブロックからの距離^٥3とする。
最後に、注目ブロックを基準として下方向へフラグ’ - اا の既知ブロックの 
探索を行い١このブロックが存在すればその動きペクトルを取り出し、参照ブ 
ロック4とする。この時、参照ブロック4の位置の動きペクトル;を(х4, у

4) で示し、 لو|ج0ررث'7نة،حم1كجت4هةألح

このように、左右上下方向の探索により取り出した参照ブロックと注目ブロ 
ックとの距離から、各参照ブロックへの重みを算出し、その重みと参照ブロッ 
クの動きペクトルを用いて、以下に示す線形補間による演算式に従って注目ブ 
ロックの動きペクトルを求める。
図18から、各参照ブロックへの重み，は、次式で与えられる。

٦vl= (dl/ (dl+d2 + d3 + d4) ) -1
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w2= (d2/ (dl+d2 + d3+d4) ) "1

W3=(d3/(dl+d2 + d3 + d4))—1

W4=(d4/(dl+d2 + d3 + d4))-i ··· (1)

そして、線形補間によって求める注目ブロックの動きペクトル(mx, ту) 

は
mx = ((xlXwl) + (x2Xw2) + (x3Xw3) + (x4Xw4)/A

my = ((ylXwl) + (y2Xw2) + (y3Xw3) + (y4Xw4)/A

…(2)

となる。
ここで、
A = wl+w2+w3+w4 …(3)

である。これをブロック個数分繰り返し行い、不定ブロックの動きペクトルが 
線形補間によって求められる。
図19は、線形補間の図形的位置関係を示す。

ここで、i, j，к，1は注目点۶からの距離で、Pi,Pj٠,Pk, Р1Й 

₽からそれぞれしj, к，1だけ離れた点の値とすると、注目ブロック位置 
卩の補間式は以下ようになる。
各点への重みを1とすると、
Ii：(i/(i + j+k+l))^i

Ij=(j/(i + j+k+l))-i

Ik=(k/(itj+k+l))-i

Il=(l/(i + j+k+l))-i …(4)

で与えられるから、求める点の値(Px、py)は
Px = ((PíxXI i) + (PjxXl j) + (PkxXlk) + (PlxXl 1))/Α 

Py = ((PiyXli) + (PjyXlj) + (PkyXIk) + (PlyXIl))/A
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…（5） 

となる。ここで、
A=（Ii + Ij + Ik+Il） …⑹

である。
以上のように、R，G, B画像毎に不定ブロックFT領域の動きペクトルを 

周辺の既知ブロック尺丁の動き画素数から演算式により求める。そしで、次に 
R，G, вそれぞれの動きペクトルから多数決判定などの統合処理により各ブ 
ロックの動きペクトル値を求める。

ここで、図2 〇に示すフローチャートを参照して多数決処理による統合処理 
の具体的な内容^説明する。
各ブロックはに G, в画像にっいで同じブロックであるため、当然動き方 

向及び動き画素数は同じはずである。しかしながら、対象画像のブロックにお 
ける2値演算及び比較部の演算誤差などにより差違が発生する場合がある。

そこで、ブロック毎の1 ٧方向の動き画素数を取り込み（SI）、R、G、 
Β٠ί：χ ٧ ١ 移動方向が一致しでいるかどうか判定する（S2）。この場合、 
移動方向の補正٠選定では（S3） ١ R，G，٩٥介、、"川て厂暗浦 比較 
検出ブロックから出力されたて、ソの動き方向が第1象限から第4象限までの 
座標軸を基準としでその符号が付与されでいるため、これがにG，3で同じ 
かどうか判断する。これは、R，G，вの動き方向のx方向とy方向のそれぞ 
れにっいで、該当のブロックとそれに隣接するブロックの動きの符号を含めで、 
多数決判定し動き方向としで動きペクトルテーブル2 9に登録する（S6）。 
このような手段により動き方向の精度を向上させる。
^らに、画素数の補正·選定（S5） HR, G，в各ブロックの2値 

演算、比較検出ブロック2 6、2 7から出力^れた乂、٧の動き画素数も尺， 
G, 6で同じかどうか判定する（S4） ٥この場合、R，G，3の動き画素数 
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が全く違っていれば、お互いが近い画素数で、かっその値の中央値から順に重 
み付けした値の平均値を採用し、動き画素数として動きペクトルテーブル2 9 

に登録する（S6）。この平均値は通常四捨五入した値をとる。
例えば、ス方向の動き画素数が、R, G, 6それぞれ6、5、2であるとし、 

その重みを2、3、1とする。义方向の動き画素数は、（2Χ6 + 3Χ5+1 

Χ2）を（2）3 + 1）で割った値、すなわち5画素とする。
また、R，G，вにっいて同じ動き画素数値が2つ存在した場合も同様であ 

る。例えば、乂方向の動き画素数が、R，G，5それぞれ2、5、2であると 
し、その重みは3١ 1、2であるから、乂方向の動き画素数は（3Χ2 + 1Χ 

5Ι2Χ2）を（3 + 1 + 2）で割った値、すなわち3画素とする。٧方向に 
っいても同様に行えばよい。

 らに、動きペクトルの精度を向上^せるための統合処理方法を以下に説明خ
する。
図2 1は尺,G, вの各動きペクトル値から、٠つの動きペクトルを求める 

ための動作フローチャートである。
前述の図2 0に示した統合処理では、R, G，ヨ画像の各注目ブロックのみ 

による演算処理のため、彳导られた動きペクトルの値が精度の点で実際の値とー 
致しないブロックが発生する場合があり、この検証結果では、精度向上のため 
に注目ブロックが不定ブロックなのか、更には既知ブロックなのかということ 
と、注目ブロックの周辺ブロックの動きペクトルをも考慮に入れる必要がある 
とういうことが示唆^れた。

そこで、図21の動作フローチャートで示すように、この統合処理では注目 
ブロックのフラグをまずチェックし（S10）、フラグが’ 1’ （Sil）と’ 
0’ （S 1 2）の場合は注目ブロックの動きペクトルを取り出さず、フラグが’ 
一 1 ’ （S 1 3）の場合にのみ注目ブロックの動きペクトルを取り出す（S 1
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4） 〇しかる後に、注目ブロックを囲む周辺8近傍の動きペクトルを取り出し 
（S15）١取り出した複数の動きペクトルをス，٧成分毎にそれぞれ並び替 

えを行い、その中央値を代表値とする（S16）。
これ^統合すべきに G，3数まで行い（S17）、その後代表値の個数に 

応じて処理を分ける。代表値は各尺，G，5成分毎に示されるものであり、こ 
の時、代表値が1個の場合には（S18）、統合結果として注目ブロックの動 
きペクトル値はフラグ=一1として、代表値そのままとする（S2 3）。又、 
対象ブロックが偶数の場合など代表値が2個の場合は（S19）、2つの代表 
値の平均値を求め（S2 1）る。統合結果として注目ブロックの動きペクトル 
値はフラグ=一1として、その平均値演算結果を採る（S2 4）。さらに、代 
表値が3個の場合は（S2 0）、3つの代表値の平均値を求め（S2 2）る。 
統合結果は注目ブロックの動きペクトル値をフラグニー1として、その平均値 
演算結果を採る（S2 4）。この処理を全ブロック個数まで求め（S2 6）、 
注目ブロックの動きペクトル値とする。

さらに、図2 2には、一例として注目ブロックとその8近傍のブロックの動 
きペクトルの値からーつの動きペクトルを求める統合処理の例を示す。
図2 2 （a）はに G，丑それぞれの動きペクトルにっいて、注目ブロック 

とその8近傍ブロック動きペクトル値を取り出した時の例を示す。この時、網 
線で記したブロックが注目ブロックである。又、図中（-١ 一）で記したプ口 
ックは動きペクトルが検出されない領域（フラグニ〇）のブロックを示す。
図2 2 （b） «R, G，ئبرلآレルから٠속ベノ7トルの٥劫1たプロ、ソノフを面?

り出した時を示す。
図2 2 （c） «R, G，вそれぞれにっいて数値の大きい順に並び替える手 

順を示す。
図2 2 （d） «R, G，5それぞれの代表値を算出する例を示す。その際、 
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動きペクトルのデータ数が奇数個の場合は配列の中央値を選択し、偶数個の場 
合は中央2個の平均値；を算出する手順を示す。このとき、動きペクトル値は小 
数点以下は切り捨てとする。このようにして、!R, G, 8の代表値が求めら 
れる。

この結果を用いて、図2 1に示した様に統合処理を行う。つまり、代表値が 
1つの場合は、そのままの値を結果とし、代表値が2つの場合は、2つの値で 
平均値を採る。代表値が3つの場合は、その3つの値で平均値をとる。上記の 
平均値演算はいずれも小数点以下は四捨五入を行う。

この場合の動きペクトル結果は次式で与えられる。
Χ=(12 + 12-4)/3 = 7

γ= (1 + 1+0) /3 = 1 …(7)

従って、又方向の動きペクトルは’ 7’ 、 ٢方向の動きペクトルは’ 1’と 
求まる。
上記統合処理の結果では、6 4 0画素乂 4 8 0画素の٧0八タイブでは、検 

出ブロックが1 6®٠χ 1 6画素であるため、総検出ブロック数は1 2 0 〇個 
である。この統合処理によって得られた平均誤差は先述の方式に比べ約2 0% 

改善され、そのバラッキも極端な動きペクトルを示すことはなく、全体的な動 
きペクトルが正しく反映した結果が得られた。
以上のように尺，G， B画像毎に求められた動き画素数を各ブロック毎に1 

つの値に統合処理し、動き画素数として動きペクトルテーブルに登録する。
次に、補正処理ブロック4の処理内容にっいて説明する。
図7にデータ補正処理部4の構成を示している。動きペクトルテ.ブル2 9 

には現フィ^ルドの各検出ブロックκвの動きペクトル情報が登録されている。
図8に動きペクトルテーブル2 9の構成を示している。図8は、例えば水平 

6 4 〇画素、垂直4 8 0画素の表示ができる٧〇人タイブの場合の動きテープ 
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ルの例^示している。この場合、検出ブロックが水平16画素、垂直16画素 
であれば、合計1 2 0 0個のブロック؛こ分割され、その各々のブロックにっい 
て動き画素数と方向がテーブル化されている。ここで、各ブロックの左上を座 
標の原点としている。現フィールド画像にっいて動き検出の済んだ検出プロッ 
ク川頁に、検出ブロックκвのブロック番号と、その検出ブロック尺3の原点か 
らのオフセット値と、その検出ブロックκвの前フィールドからの動き画素数 
（動き方向を含む）とを登録している。
図9に補正テーブル5 3の部分的な構成を示しでおり、図1 0及び図1 1に 

具体的なテーブル構成を示しでいる。補正テーブル5 3は、検出ブロック民已 
の動き方向を第1象限から第4象限に分け補正データを登録している。第1象 
限には、水平方向となる乂方向（十方向）の動き画素数に応じで各補正データ 
が登録され、第2象限には、垂直方向となる٧方向（+方向）の動き画素数に 
応じて各補正データが登録^れでいる。また、第3象限には、水平方向となる 
표方向 （一方向） の動き画素数に応じで各補正データが登録^れ、第4象限に 
は、垂直方向となる3、方向（一方向）の動き画素数に応じて各補正デ.タが登 
録されている。
図10は义方向への動きが+及び一方向、即ち、第1象限と第3象限への動 

きに対する補正データが、その信号レベルの変化とその位置に対応してマトリ 
ックス表になっている。
同様に、図1 lはy方向への動きが + 及び一方向、即ち、第2象限と第4象 

限への動きに対する補正データが、その信号レベルの変化とその位置に対応し 
てマトリックス表になっている。本説明では、補正データは記入していない。
補正処理ブロック4では、現フィールドの原画像デ.夕を偽輪郭発生レベル 

検出部5 1へ入力して、現フィールド画像の中から各画素の信号レベルにより 
偽輪郭が発生すると予測$れる偽輪郭発生予測点のス、y座標を検出する。上 
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述したように、偽輪郭の発生する信号レベルは、2のN乗の信号レベル境界付 
近であるので、2のN乗の信号レベル境界付近の画素ج抽出する。
偽輪郭発生レベル検出部51で検出し뇬全٢0偽輪郭発生予測点쑨偽輪郭発 

生画素候補検出部5 2に供給し、視覚特性にあわせて実際の表示で偽輪郭とし 
て認識される画素位置を偽輪郭発生予測点の中から特定して偽輪郭発生画素候 
補とする。実際の表示で偽輪郭として認識される画素位置を選定するに当たり、 
偽輪郭発生予測点の発生密度を反映させる。

この場合の処理として、偽輪郭発生予測点のん٧座標を中心に3\3又は
5 X 5のウインドウオペレータによりその候補点の密度を検出することが可能 
である。この検出点の数により候補点が1点で孤立している場合に補正処理を 
行うかどうか^判定することができる。
偽輪郭発生画素候補に現実に偽輪郭が発生するのは、当該偽輪郭発生画素候 

補の属する検出ブロックκвが実際に移動している場合である。
偽٠部発ル1面まイ!召甫の!重する٠,屮,ブロッ々۶门٩が終٠プ'ロッ7رの٠合は.重チ! 

きペクトルテーブル29から検出ブロック番号、X、 ٧の動き画素数を取り出 
して補正テ'ブル5 3へ供給する。補正テ'ブル5 3には動き画素数に応じた 
補正量が登録されている。補正テーブル5 3は予め۶٥₽装置を用いて視覚実 
験によりその補正量を決めて、前述した図10，11の構造に従ってテーブル 
化しておく。
偽輪郭発生画素候補検出部5 2から出力される偽輪郭発生レベルと動きペク 

トルテーブル2 9から取り出されるス、٧の動き画素数とから特定される補正 
データを補正テーブル5 3から取り出して補正演算部5 4へ与える。補正演算 
部5 4は、原画像データを補正するに当たり、偽輪郭発生レベルで且つ動きの 
あった画素は補正テーブル53から動き画素数及び動き方向に応じた補正デー 
タが与えられるので視覚光量に合わせた信号レベルの補正する。
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以上のように、本発明の構成では動き検出処理部とデータ補正処理部と分割 
されており、各処理部は従属関係を持っているので、柔軟な補正処理が可能で 
ある。

（実施の形態2）

図2 3は、本発明の動き検出方法および動画像表示方法を適用した階調画像 
表示装置の全体構成図を示している。図23の階調画像表示装置は、ビデオ信 
号処理部10 1でビデオ信号を尺，G, вの各色成分に分離し、A/DH 

102TR, G，ヨの画像デ.夕に変換してから画像変換部10 3とデ.タ分 
散処理部1 0 6とデータ補正処理部1 0 7に入力する。画像変換部1 0 3では 
R、G、в各信号を等価輝度信号（Yt）に変換し、さらに、現フィールド及 
び前フィ.ルド画像への変換と平滑化処理を行い、これらの画像信号を動き検 
出処理部1 0 5と濃度勾配検出処理部1 0 4に入力する。濃度勾配検出処理部 
10 4で、画像濃度差検出、2値化処理、膨張.収縮などのモフォロジー処理 
などにより画像の中の濃度勾配の平坦な部分、いわばペタエリアを検出する。 
動き検出処理部10 5では、閾値処理、ブロックマッチング処理、統合判定処 
理を実施して入力画像の動き画素数及び移動方向を検出する。動き検出処理部 
10 5で検出した動き画素数、移動方向及び検出ブロック情報を、データ補正 
処理部1 0 7へ入力し、動き画素数及び移動方向の結果に基づいて入力画素位 
置データのサブフィールドパターンの組合せ演算^行ない、視覚光量に適合し 

たサブフィ.ルドデータの再構成を行うことにより、偽輪郭の発生する画素の 
階調データ補正を行う。
一方、デ.タ分散処理部10 6は誤差拡散法などの動き検出に因らないデ. 

タ処理を行う。データ切換部10 8は、濃度勾配検出処理部10 4からの検出 
信号に応じて、データ分散処理部10 6からの出力データを採用するか、デー 
タ補正処理部1 0 7からの出力デ-夕^採用するか^画像のブ'ロック毎に切換
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えを行う。この出力データは出力処理部109へ入力する。出力処理部109 

は、各画素の階調データを電圧印可時間幅に対応したパルス数に変換して1ス 
で0؟₽キャンドライバ110及び٢スキャンドライバ111に与えることで 

構成された画像表示部112に中間調表示を行っている。 
なお、同期分離処理部113においてビデオ信号から同期信号を分離して入 

カビデオ信号に同期したタインミング信号をタイミング発生部114で生成し 
て各部に供給している。
上記のように構成された階調画像表示装置の動作にっいて説明する。 

ビデォ信号処理部10 1は、ビデォ信号を尺,G，6の各色成分に分離し、А 

٩と千'.八 ?面٠٠٠部1 〇!؛٢٠٠言목٥؛変換部10 2で尺，G，뀨。丨宦1面٠/ 

ータ分散処理部1 0 6とデータ補正処理部1 0 7に供給する。 
画像変換部1 0 3の具体的なブロック構成図を図2 4に示し、その動作を説 
٥変換部10 2から入力した各尺、G、6原画像信号を、遅延回/明する。八 
撤『邱故1:S&—IゾÍ٦で1フノールトババ居诳はせてか门イー 1フノー)し卜いハ面٥٠ 

2 1へ入力する。N_ 1フィールド٢画像変換回路1 2 1では入力された各尺、 
に変換する。-_|((١)G、в原画像信号を(数1)で示される等価輝度信号(Yt 

(8•••) 3(/Yt(N_i)=(R + G + B

1フィールド画像信号、即ち前フィールドY t画像信号は平滑化フ د-， 

イルタ2 3に入力し、原画像に含まれるノイズ成分を除去する。 
苜!面٠イ言^は。^フィールド٢画像変換回路12 2へ!٩、G 同様に、êR١ 

入力し、\门ノー)しド了蘭٠攻٠師孩1 2 2で数式9で示される等価輝度信号 
吣)に変換する。))٢) 

(9)… 3(/Yt(N)=(R + G + B

ごの^フノー)し以面٠٠艮 即ち現フィールド٢セ画像信号も同様に平滑化
。フィルタ'12 4に入力し、原画像に含まれるノイズ成分を除去する
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ところ۴、R、G、в信号から通常の輝度（Y）信号への変換は、一般には 
数式10۴行われる。
Y（gen）： 0. 2 9 8 8 （R） + 0. 5 9 6 8 （G） +0. 1144 （B）

…（10）

しかし、数式10では、R信号成分とв信号成分のγ信号成分に対する比率 
が低ぐ偽輪郭の発生近傍の画像の動きを正確に検出できないことを実験で確 
認、した。
本発明の如ぐ Yt信号に対する各R、G、8信号の寄与率を等しくしたこ 

とで、R、G、 
トルの検出ができる。さらに、γt信号への変換方式を適用したことにより、 
1OR١ G、в毎に動き検出を行う方式に比べ、回路規模で2/3に低減で 
き、コスト及び演算の高速化が可能となる特徴を有する。以下、 
を単にγ信号として述べる。
動き検出処理部1 0 5の具体的なブロック構成図を図2 5に示し、その動作 

を説明する。動き検出処理部10 5は、現フィールドヅ画像信号と前フィール 
ド٢画像信号を閾値レベルの異なる2つの閾値グループでそれぞれ識別コード 
を付与することにより多値画像（識別コード画像）に変換し、一旦画像メモリ 
に記憶する。画像メモリから読み出^れた多値画像は、閾値グル.プ毎に動き 
ベクトルを求め、統合判定部1 3 5で2つ閾値グル-プからの動きペクトルを 
統合するものである。
現フィールドブロックв1の閾値処理は、画像変換部1 0 3から入力した現 

フノー）し1ハハ面イ糾言@冻义1رし-現.フィール1?の1 3 

0 - 1、1 3 0 -2では画素レベルに応じた区分領域で識別コードを付与して、 
多値画像を出力する。この時、٧_觀雜虹_-|ー蹦齡右、ス、遽酿 
デ'夕の生成は、画素レベルに応じ^区分領域を図2 6に示す2つの閾値グル 
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ーづ（図2 6では閾値グループ（A）と閾値グル'プ（В）で示した）で、Y

1 ~g 2、h 1 ~Q 2の区分領域に従ってそれぞ 
れ識別コード付与部13 1により3ビットの識別コード^付与する。なお、Y 

画像信号が区分領域の範囲外の場合は、識別コード” 0’’を付与するものとす 
る。図2 6に示した例では、識別コードを各々3ビットとしているため、各8 

種類の区分領域が選択でき、それぞれを閾値グル٠ーブ八と6としている。
従って、この2つの閾値グループ（٨及び丑）船艮フノールトペ@制言另づ^ 

前フィールドγ画像信号にそれぞれ割り当てられ識別コーードの付与を行い、こ 
れらの識別コード別にブロックマッチング処理が行われるため、従来の2つ画 
像によるブロックマッチングより精度の高い動きペクトルの検出できる。各閾 
値グループ毎に得られた多値階層画像デ.タはそれぞれ多値メモリ13 2 — 1、 
13 2-2に格納する。

また、前フィールドブロックB2は、ト言?.斑フィ-ルドプロ、ソノス٩1と!司木¾ 
に構成されている。すなわち、閾値処理部13 0_3、13 0 —4では、前述 
しfeように入力され;t前フィ'ールドγ画像信号を画素レベルに応じて識別コー 
ド付与部1 3 1を介して各閾値グループ（ΙΙΑ١ В）毎に識別コード付与し、 
得られた多階値画像データ（識別コ-ド画像）を多値メモリ13 2-3、13 

2-4に格納する。
なお١閾値グル'プ人、3の各々の区分領域は、互いの区分領域が重ならな 

いように設定しても、互いの区分領域が一部重なるように設定しても良い。
動きペクトル検出のためのブロックマッチング処理において、現フィールド 

画像から切り出す検出ブロックК Вのアドレスマッピングをアドレスマッピン 
グ部1 3 3- 1が行い、前フィ'一ルド画像から切り出す参照ブロックRBのブ 
ロックのアドレスマッピング^アドレスマッピング部1 3 3-2が行う。検出 
ブロックKB及び参照ブロックRBの各画像デ'ータは動きペクトル検出部1 3
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4へ入力する。
動きペクトル検出部13 4は、閾値グル'プ（A及びB）毎に設けられた多 

値演算٠比較部134_1、 134-2で構成され、ブロックマッチングによ 
ってフィールド間の画像の動きを求める。
統合判定部1 3 5は、各検出ブロックκвの動き画素数及び動き方向を判定 

して、判定結果を動きペクトルテ'ブル13 6に登録する。
また、濃度勾配検出処理部10 4は、٢画像信号の濃度勾配の平坦なエリア 

を検出するもので、٢画像信号の濃度差を検出し、濃度差が設定値より小さい 
部分^抽出し、モフォロジー処理により孤立ノイズ^除去して平坦なエリアを 
検出するものである。

データ補正処理部10 7は、動き画素数及び移動方向が格納$れてある動き 
ベクトルテーブル1 3 6の結果に基づいて、入力画素位置データのサブフィー 
ルドパターンの組合せ演算を行ない、視覚光量に適合したデー夕の再構成を行 
うことにより、偽輪郭の発生する画素の階調データ補正を行う。

データ分散処理部10 6は、誤差拡散法や画素配分法などの動き検出に因ら 
ないで٢画像信号を分散させ画質の改善を行うものである。 
データ切換部10 8は、濃度勾配検出処理部10 4からの検出信号に応じて、 
データ分散処理部1 0 6からの出力データを採用するか、データ補正処理部1 

0 7からの出力データを採用するかを画像のブロック毎に切換えを行う。この 
出力データは、出力処理部10 9へ入力し、各画素の階調データを電圧印可時 
間幅に対応したパルス数に変換して乂スキャンドライバ11〇及び٢スキャン 
ドライバ111に与えることで۶٥卩で構成された画像表示部112に中間調 
表示を行うものである。
次に、本発明に関係する動き検出処理部1 0 5、濃度分布検出処理部1 0 4、 

データ分散処理部1 0 6١データ補正処理部1 0 7およびデータ切替部1 0 8 
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について、図2 7を用いて詳細に説明する。
まず、動き検出処理部1 0 5にっいて詳細に説明する。

閾値処理部1 3 0 — 1 ~ 1 3 0 — 4は、現フィールド٢画像信号及び前フィ- 
ルド٢画像信号をそれぞれ設定された区分領域により識別コード化処理がなさ 
れる。ここで、識別コード化（多値画像）の概念にっいて図2 8を参照して説 
明ずる。図2 8は、横軸が画素位置、縦軸が画素レベルを示ず。٢画像信号の 
画素レベルの区分領域は、図26で示したen個の閾値alからg2 （同図では 
η=8）により、（П）個の区間に分割されており、隣接区間では重ならない 
ように異なる閾値が割り振られ、各画素は画素値がどの区分領域に属ずるかに 
応じて識別コードが付与^れる。これ^前述した如く、閾値コ'ド毎に割り当 

し、現フィールド画像及び前フィールド画像を多値画像（識別コード画像）に 
するものである。なお、図2 8において、斜線領域の画素値が閾値範囲外の場 
合は識別コードとして” 0”が与えられる。

この閾値処理は、画素値の分布の偏りに影響されることなぐ 画像の局所的 
な変化;を表すことができるので、識別コード毎（1〜7）の動きベクトルはブ 
ロックのような少量域内でも原画像の特徴を反映したものとなる。偽輪郭の発 
生する画素の動きは極めて局所的な検出で十分であり、計算時間、回路構成等 
を簡単にできる。

この現フィールド及び前フィールドのそれぞれ多値化処理1 3 0 — 1〜1 3 

0 — 4により識別コード化された多値画像データはそれぞれ多値画像メモリ1 

3 2 — 1〜13 2 — 4に格納されて、次のブロックマッチング処理に供される。
動きペクトル検出部134におけるブロックマッチング処理は、上述した実 

施の形態1で説明したブロックマッチング処理を実行することができる。
従来の2値画像によるブロックマッチングは、定められた評価関数値の大小
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により判定し、動きペクトルの検出は参照領域尺に含まれる多数の参照ブロッ 
クRBの中から評価関数の最小値を与えるものを探し出すことにより行なわれ、 
実際には、（数4） （X、у）

と参照ブロックRB内の2値画像gt-l （X、у）との間で、排他論理操作に 
よる画_教~旨+٠イ٠の ٠*—٠٥ をその٠1屮,プロ、ソノ7۶けその٠キべ۶7 Í、ルキし 
て求めていた。

Dnt （1- رج（=1ج{ل ك）رز,ت（ا_كج@）د-1رز, ）}

•••（11）

この時、Dntを最小にする位置（i，j） を各検出ブロックκвの動きペ 
クトルとして定義する。これは各検出ブロック尺8毎に、参照領域尺8内にお 
いて相関値の最大値にする場所を見つけることと等価である。
本実施の形態でのブロックマッチングは、画素数の一致のみでなく、前述の 

ように検出情報として識別コードも同時に参照することにより、動きペクトル 
の検出精度の大幅な改善が可能となった。これを式で表すと数式12のように 
ナふる٠

Dnt（、¿，7٠）=ΣΣΣ {gtk い，시㊉ {） ج ）ا-ك（لمد_الرزوا

أ ن  k=٦

…（12）

ここで、让は閾値処理で付与された識別コードであり、前述のように図2 6 

で示したものであり、これを前述のように3ビットで表すと、匕は0から7ま 
での値を持つことができる。
本発明の多値演算·比較部134—1、134_2のブロックマッチング処 

理を図2 9に示すフローチャートを参照して説明する。
まず、入力画像として、現フィールド多値画像（識別コード画像）を対象に 

検出ブロック内の識別コード毎の画素数を計数する（SI）。この時、検出ブ
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ロック内が全て同じ識別コードの時3 2）はフラグを’ 1لにセット（S 5） 

し、検出ブロック内の識別コードが全で〇の時（S3）はフラグを’ 0’にセ 
ット（S6）し、検出ブロック内に複数の識別コードが存在するとき（S4） 

は、フラグ’ 一1’にセットする（S7）。
このように、検出ブロックの識別コードに応じ٢フラグ^設定するのは、後 

述するように統合処理における動きペクトル処理の場合分け^行うためである。 
従って、検出ブロック内に複数のコードが存在する場合のみ参照領域内の全て 
の参照ブロックとの相関処理を行い、動きペクトル（тх, ту）を求める（S 

8）。これを、全ブロック個数まで繰り返し処理ج行う（S9）。
図3 0は、図2 9に示した（S8）の動きペクトル検出処理の更に詳細なフ 

ローチャートを示す。図3 〇において、まず参照領域の設定を行い（S 1 0）、 
次に、全ての参照ブロックと相関処理；を数式1 1または数式1 2を用いて行う 

（S 1 1）。これを相関値の大きい順に並び替えを行い（S 1 2）、相関の一番 
大きい参照 ブロックと検出ブロックとの対応位置を動きペクトルとする（S 

13）。更に、同一参照ブロック内で相関値が同値のものがあるかチェックし 
（S 1 4）、その同値が無い場合には得られた動きペクトルを出力として取り 
出す。一方、検出ブロックの位置に一番近い参照ブロックがあれば、その検出 
ブロックとの対応位置を動きペクトルとして取り出し（S15）、それを出力 
とする。
上述した本発明の識別コ'ド法によるブロックマッチングでは、従来の画素 

数計数のみによるブロックマッチング法に比べ、2乗平均誤差で2 0~30% 

の動きペクトル検出精度向上が確認された。
次に、統合判定部1 3 5の動作にっいて説明する。

ここでは、動きペクトル検出部1 3 4において現フィールド٢画像と前フィー 
ルド٢画像を2つの閾値グル.プ（ここでは٢ （А）グル.プと٢ （В）グル 



wo 98/44479 PCT/JP98/01335

35

ープと呼ぶ)毎に検出された動きペクトル情報からーつの動きペクトルに統合 
演算する処理と、それぞれの検出ブロックと参照ブロックとの比較で動きペク 
トルの検出されなかった検出ブロック、即ち、不定ブロックを周囲の既知ブロ 
ックの情報から演算する処理を行う。
統合判定部1 3 5は、動きペクトル検出部1 3 4から現フィールドを複数分 

割した各検出ブロック仄6にっいて検出した動きペクトル情報が入力される。 
統合判定部1 3 5は、不定ブロック処理により各検出ブロックκвの動き画素 
数及び動き方向を判定して、判定結果を動きベクトルテーブル1 3 6に登録す 
る。
統合判定部1 3 5で実行される不定ブロック処理は、上述した実施の形態1 

で説明した不定ブ'ロック処理を適用することができる。
以上のように、Y (A)、Y (В) — 、リ 거 P

クトルを周辺の既知プ'ロック尺丁の動き画素数から演算式により求める。そし 
て、次に٢ (A)、Y (В)それぞれの動きペクトルから統合処理により各ブ 
ロックの動きペクトル値を求める。

しかし、各ブロックは٢ (A)、Y (В)画像にっいて同じブロックである 
ため、当然動き方向及び動き画素数は同じはずであるが、対象画像のブロック 
における2値演算・比較部の演算誤差などにより差違が発生する場合がある。

ここで、動きペクトルの精度を向上させる統合処理方法を以下に説明する。
ここで、図31に示すフローチャートを参照して統合処理の具体的な内容を説 
明する。
図3 1は、Y (A)、Y (В)の各動きペクトル値から、'つの動きベクト 

ルを求めるための動作フローである。この方式では、注目ブロックが不定プ口 
ックなのか、更には既知ブロックなのかということと、注目ブロックの周辺プ 
ロックの動きペクトル^も考慮に入れて演算処理を行う。
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この統合処理では注目ブロックのフラグをまずチェックし（S 2 0）、フラ 
グが’ 0’（S 2 1）の場合は注目ブロックの動きペクトルを取り出さず、フ 
ラグが’ _1’（S2 3）の場合にのみ注目ブロックの動きベクトル^取り出 
す（S2 4）。しかる後に、注目ブロックを囲う周辺8近傍の動きペクトルを 
取り出し（S2 5）、取り出した複数の動きペクトルをん ソ成分毎にそれぞ 
れ並び替えを行い、その中央値を代表値とする（S2 6）。これを統合すべき 
画像数まで行い（S2 7）、その後代表値の個数に応じて処理を分ける。代表 
値は各٢ （A）、Y （В）毎に示$れるものであり、この時、代表値が1個の 
場合には（S2 8）、統合結果として注目ブロックの動きペクトル値はフラグ 
=—1として、代表値そのままとする（S3 2）。又、代表値が2個の場合は 

（S2 9）、2つの代表値の平均値^求め（S3 0）る。統合結果として注目 
ブロックの動きペクトル値はフラグ=_1として、その平均値演算結果を採る 

（S3 1）。この処理を全ブロック個数まで求め（S3 3）、注目ブロックの動 
きペクトル値とする。
以上のように、Y （A），Y （В）画像毎に求められた動き画素数を各プ口 

ック毎に1つの値に統合処理し、動き画素数として動きペクトルテーブル13 

6に登録する。動きベクトルテーブル13 6には、現フィールドの各検出ブロ 
トル情報が登録されている。動きペクトルテーブル1 3 6 

は図8に示すテ'ブルと同一構成とする。
上記統合処理の結果では、6 4 0画素又4 8 0画素の٧0八タイブでは、検 

出ブロックが1 6ϋ٠χ1 6画素であるため、総検出ブロック数は1 2 0 〇個 
である。このように、単'の٢画像による動きペクトルによる方法より、ΥΙ 

像を2つ以上の閾値グループでそれぞれ動きペクトルを求め統合処理をするこ 
とにより極めて精度も良好で、かっそのバラッキも少ない動きペクトルが得ら 
れる。



wo 98/44479 PCT/JP98/01335

37

次に、デ'タ補正処理部10 7にっいで説明する。
本発明のデータ補正処理の概念は、動きペクトル値から各ザブフィールド۴ 

発光しているパターンを視線が追従した時の視線の始点と終点の中間座標位置 
を求め、その中間座標から画像データを各サブフィールド毎に画素単位で発光 
するか否かذを決定し、これらのザブフィールドビットマップ毎の画像データを 
合成することにより、新画像データ作成し直すものである。これにより偽輪郭 
のない表示画像を得ることができる。
図3 2は、この目的のためにデータ補正処理部1 0 7のブロック構成図を示 

すものである。図において、動きペクトルテーブル13 6からの動きペクトル 
データである動き画素数はブロック(16χ16®٠٠)単位に格納されてい 
るが、データ補正処理部1 0 7には1画素毎のベクトル値^入力する。
画素4隅動きペクトル演算部1 4 〇は、各画素の動きペクトルデータの入力 

により、当該画素と各画素の4隅毎の隣接3画素の動きペクトルからから4隅 
毎の動きペクトルを平均演算で求める。当該画素の4隅の隣接画素の動きペク 
トルを演算する理由は以下の理由である。即ち、通常一定方向に動くスクロー 
ル画像などは正方格子で変形することはないが、動きの違う画素と画素では画 
素が伸縮したり膨張したり形状が歪むために画素単位毎に同じ動きペクトルで 
定義できない。そのため、画素位置を表す四角形の頂点位置の動きペクトルを 
求めて、これらの頂点の値を画素の動きペクトルとして使用する。これにより、 
画素単位を囲む四角形の動きペクトル値が定義できる。
中間座標演算部14 1は、サブフィールドの数だけ設けてあり、動きペクト 

ル演算部1 4 0からの画素4隅動きペクトルより、各サブフィールド毎の視線 
の動きの始点と終点の中間座標位置を演算する。

サブフィールドビットマップ演算部1 4 2は、中間座標演算部14 1からの 
中間座標データと現フィールド画像データを使用して、各サブフィールドの画 
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素単位毎に発光するか否かを演算し、画像データのサブフィールドビットパタ 
ーンを生成する。この中間座標演算部14 1とサブフィールドビットマップ演 
算部4 6とは対をなしており、例えば、2 5 6階調表示の場合はこのサブフィ 
ールドの数が8個必要であるので、この組合せも8個必要となる。
合成部14 3は、出力処理部10 9において、プラズマディスプレイの出力 

形式に合ったデータを合成するところであり、サブフィ'ルドビットマップ演 
算部142で計算されたデータの遅延を調整してザブフィールドパターンのビ 
ット毎の組合せを行い、新しい画像データの合成を行う。

このように、データ補正処理部1 0 7は入力画像データを補正するに当たり١ 

動き画素数及び動き方向に応じ^ペクトル値から、表示画面上で移動画素に対 
し視線が追従した時に、各サブフィールド区間内での発光時間と画面上の視線 
移動の経路から各網膜位置に入る光量^リアルタイムで計算し、その出力デー 
夕から新しいサブフィールドデータを作成し直しているため、偽輪郭の無い表 
示画像を得ることができる。
次に、濃度勾配検出処理部10 4の目的とその処理内容にっいて、図を参照 

して説明する。
2値画像、又は多値画像を使った動きペクトルの検出では、空間周波数の非 

常に低い、即ち背景の空や単一の壁など、濃度変化が緩やかな画像が複数の検 
出ブロックに跨るような広い面積を占めている場合に、正確な動きペクトルを 
求めることが難いという課題を有していた。これは、各フィ.ルド画像が全く 
同じ輝度であるということはますあり得なぐ多少とも周囲の明るさやカメラ 
感度等により輝度変化があるため、フィールド間で輝度差が生じるものである。 
このため、2値化画像のエッジが複雑な形状になり、ブロックマッチング処理 
の際に誤差として発生するものである。

しかし、このような濃度変化の緩やかな画像の、特に低輝度または高輝度部 
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分では余り偽輪郭は目立たなぐ動きペクトルによる補正を必ずしも適用しな 
くてもよい場合がある。
本発明では、このように動きペクトルによる偽輪郭補正を全ての画像シーン 

に適応するものではなく、上記のように画像のシーン又は画像の特徴ある構造 
に適応した処理を行うことを目的としている。
図3 3は、このための画像の濃度差分布、特に背景などの濃度変化が緩やか 

な、いわゆるべ夕部分;を検出するための濃度勾配検出処理部1 0 4の詳細の構 
成図を示すものである。図3 3において、濃度差検出部15 1は、例えは'3ス 
3のオペレ.夕処理により中心濃度と周辺8画素との濃度差を検出する。

2値化処理部1 5 2では、例えば現フィールド٢画像信号を入力したときに、 
上記オベレータの中心画素の濃度と周辺8画素との濃度差が2/2 5 5レベル 
以下をべタ部と定羲しておくと、その出力結果はペタ部は画像デ.タが’ 1’ 

の領域となり、それ以外は画像データが’ 0’となったいわゆるセグメントに 
分離された2値のペ夕画像が得られる。この結果を、次の第1の孤立点除去処 
理部1 5 3と第2の孤立点除去理部1 5 4で構成されたモフォロジー処理部1 

5 6に接続される。
モフォロジー処理部15 6は、検出されたべ夕部画像に存在する黒点ノイズ 

やべタ部以外に存在する白点ノイズ等の孤立点除去を行う。例えば、第1の孤 
立点除去処理部1 5 3では、ペタ部画像に存在する黒点ノイズを除去するもの 
で、2画素の8連結オペレータによる膨張処理により4画素程度の固まりであ 
る黒点ノイズが除去し、収縮処理により黒点ノイズ以外の図形を元に戻す処理 
を行うもので、濃度勾配が緩やかな画像部分は均一なべタ画像領域となる。こ 
れを更に、第2の孤立点除去処理部15 4で、4画素の8連結オペレータによ 
る収縮処理を行うことにより、べタ画像部以外の領域の8画素程度の白点の固 
まりが除去され、膨張処理により他の部分を元に戻すことにより、画像シ.ン 
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の中からべタ画像部分が抽出できる。この画像をペタブロックメモリ1 5 5に 
格納しておく。

ま7خ、制御情報線1 3 7は画像シーンにおけるべタブロック位置の情報など 
を統合判定部1 3 5と交信するために使用されるものである。この処理により、 
画像シーンにおけるべタ部を、動き検出処理と同様なブロックに対応したべタ 
検出信号15 7として出力する。この場合、検出ブロック内のすべての画素が 
ペタの時に、上記検出信号を出力する。
次に、データ分散処理部10 6にっいて、図3 4を用いて説明する。
図3 4 (a)は、デ.タ分散処理部10 6の一例として多値誤差拡散法のブ 

ロック構成図を示している。
多値誤差拡散法とは、入力요、G、в信号のピット数よりも出力拡散信号ビ 

ット数を低減しながら入力信号と発光輝度との濃度誤差を周辺画素に分散する 
もので、いわば擬似中間調を表現する処理方法である。多値誤差拡散処理を用 
いた方法は、図3 4 (a)のように構成されている。16 0は入力画像に集積 
誤差を加える補正演算部、161は多値化する多値化部、162は量子化誤差 
を求める量子化誤差演算部、163は量子化誤差を周辺画素に配分する誤差配 
分部、164はRGBの各信号を入力する入力端子、165は多値信号を出力 
する出力端子である。
入力端子164より入力した尺〇3の各信号は、補正演算部160で配分$ 

れた誤差の集積誤差を加えられ、多値化部16 1で多値信号に変換される。量 
子化誤差演算部16 2は、集積誤差で補正された補正信号と多値信号との差分 
を演算し量子化誤差を求める。求められた量子化誤差は、誤差配分部16 3で 
周辺画素に配分し、集積誤差を求める。得られた多値信号は١出力端子1 6 5 

から出力する。
さらに、別の方式として報告$れでいる画素拡散法PDPOHI^
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低減に関する一検討”:電子情報通信学会エレクトニクス、С-4 0 8、P 6

6、1 9 9 6年)と称する表示方法がある。
この画素拡散方法は、図3 4 (b)に示すように、入力信号に対して変調部 

1 6 6でパターン発生部1 6 9からのパタ.ン信号で変調を加えるというもの 
で、表示する入力尺、G、3信号に対して表示画素ごとに水平、垂直、表示時 
間方向に互いに逆特性となるようなパターン信号で任意のレベルの信号変調を 
行い、時間方向の平均レベルが本来の信号レベルになるようにしている。図3 

5は変調を加えるパタ'ンの一例を示すもので、フィールド毎に図3 5 (a) 

と図3 5 (b)とを切り替えて出力する。この結果、上下左右、かつ時間方向 
に隣り合う画素は、不連続なレベルの信号を表示し、その平均値で本来の画像 
レベルを検知することになるため、本来滑らかな画像の連続点において検知$ 
れていた偽輪郭は分散されることになる。

データ分散処理部10 6には、かかる処理方法が応用されるが、本発明の趣 
旨は、前述したように画像のシーンに応じた適応処理をすることにある。

っまり、画像のシーンの中で偽輪郭の目立たない背景等の画像濃度が緩やか 
に変化する部分は、前記のべタ部検出信号1 5 7によりブロック毎に前述のデ 
ータ分散処理部10 6による分散補正を行う。さらに、画像の濃度変化が大き 
く、空間周波数の高く画像の細かい部分は動きペクトルが高精度に求められる 
が、また偽輪郭も非常に目立つ部分でもある。このため正確な偽輪郭補正を動 
きペクトルを使って、前述のデータ補正処理部1 0 7より行う。
次に、データ切替部10 8にっいて説明する。データ切替部10 8は、分割 

したブロック単位で濃度勾配検出処理部104で検出$れたべ夕部検出信号1 

5 7に応じて、データ補正処理部1 0 7からの動きペクトル検出に基づいて補 
正された出力データまたはデータ分散処理部1 0 6からの出力データを切り替 
えて出力処理部1 0 9供給するものである。
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（実施の形態3）

図3 6は、本発明の実施の形態3にかかる階調表示装置の全体構成؛示して 
いる。図3 6において、入力端子により入力された映像信号2 0 1は、A/D 

変換部2 0 2でデジタルデ.タに変換され、動きペクトル検出部2 0 4と画像 
データ演算変換部2 0 3に入力する。動きペクトル検出部2 0 4では、多階層 
2値化処理,ブロックマッテング処理，統合判定処理などを実施して入力画像 
の動き画素数、及び移動方向を検出し出力する。動きペクトル検出部2 0 4で 
検出した動き画素数,移動方向、及び検出ブロック情報を画像データ演算変換 
部2 0 3へ入力し、動き画素数、及び移動方向の結果に基づいて入力画素位置 
データのザブフィールドパターンの組み合わせ演算を行ない١視覚光量に適し 
たデータの再構成を行なう。これにより、偽輪郭の発生する画素の階調データ 
補正を行なう。この出力データは、ザブフィールド変換部2 0 5へ入力する。 
ザブフィールド変換部2 0 5は、各画素の階調データを電圧印可時間幅に対応 
したパルス数に変換し、乂スキャンドライバ2 0 6、及び٢スキャンドライバ
2 0 7に与えることで、画像表示部2 0 8に中間調表示を行っている。同期分 
離部2 0 9において映像信号2 0 1から同期信号を分離し、入力映像信号に同 
期したタイミング信号をタイミング発生部21〇で作成して各部に与えている。
次하됴画像亍~ータ演算変換部2 0 3 쥰説明'죠。図3 7は、図3 6における 

画像データ演算変換部2 0 3の構成を示すものである。動きペクトルデータ2

3 2は、1画素毎のベクトル値を入力する。画素4隅動きペクトル演算部2 2 

0は、動きベクトルデータ2 3 2を入力し各画素毎に4隅の動きペクトルを演 
算出力する。画素の4隅の動きベクトル^演算する理由は、画素の動きに伴っ 
てその形状が歪むためで、その頂点位置の動きペクトルを正確に捉えておく必 
要があるためである。第1サブフィールド中間座標抽出演算部2 2 lから第n 

サブフィールド中間座標抽出演算部2 2 5は١ 4隅の動きペクトルを入力し各 
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サブフィールドで発光しているそれぞれの期間の視線の始点と終点の中間位置 
を求め出力する。第1ザブフィールドビットマップ演算部2 2 6から٠41サブ 
フィールドビットマップ演算部2 3 〇は、画像データを視線の始点と終点の中 
間座標を使い、各サブフィールドで画素単位に発光するか否かを合成部2 3 1 

に出力しかつ次のザブフィールドビットマップ演算部で必要な新画像データ§^ 
出力する。このサブフィールド中間座標抽出演算部2 2 1~ 2 2 5とザブフィ 
ールドビットマップ演算部2 2 6~ 2 3 0とは対をなしており、例えば、サブ 
フィールド数が8個あればこの組み合わせは8対必要である。合成部2 3 1で 
は、各ビットマップ演算部2 2 6 ~2 3 〇で出力されたデータの遅延を調整し 
てサブフィールドパターンのビット毎の組み合わせを行ない、新しい画像デー 
夕の合成を行なう。
次に画素4隅動きペクトル演算部2 2 0の詳細を、図3 8、数式13を用い 

て説明する。図3 8は、画像データのある位置を示す。ある座標（m、η）の 
画素の動きペクトル値を（Vx（m,n），Vy（m,n））とする。ある座標（m、η）とは、 
2次元の画像データ上の位置のことである。座標（m、η）の画素の4隅をそ 
れぞれんВ、C、٥点とする。例えば、人点に注目すると、八点は、位置（m、 
n）、（m-l١ η）١ （m、η-1）١ （m-1、η-1）のそれぞれの画素に囲 
まれている。八点の動きペクトルを求めるには、位置（m、n）、（m—1、η）、 

（m、η-1）、（m-l١ η-1）の画素の動きペクトル値を用いて演算する。 
八点の動きペクトルを求める演算の一例として、周りの画素位置4点の動きべ 
クトルの平均をとることが考えられる。従って、٨点の動きペクЬ；К٧Ах,٧Ау） 

は、数式13で求めることができる。他の3点も同様の式で求めることができ
る。
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VAx =
Vx(m -Ι,η -1)+Vx(m,n -1)+Vx{m -l,n)+Vx(m,n)

4

Vy(m -l,n -1)+Vy(m,n -1)+Vy(m - l,n)+Vy(m,n)
4

…(13)

次に図3 7における、第1サブフィールド中間座標抽出演算部2 2 1から第 
nサブフィールド中間座標抽出演算部2 2 5 の動作を、図3 9、及び図4 0を 
用いて説明する。図4 〇は画像データがディスプレイ上の位置を移動している 
様子を示している。ある画素の4隅の八） В，C, ٥点の動きペクトルは、（点 
（6,4.3）,（5.9,4），（6,3.8），（6.2,4）の1例を示している。網膜画素は、時刻t 

0の時2 8 0で、時刻t 1の時2 8 1で、時刻t 2のときは2 8 2で、t 3の
ときは283で、٤4のときは284で٤5のときは285で、٤6のときは 
2 8 6の位置にあることを示し、破線は、発光期間中の網膜画素の4隅を示し 
ている。サブフィールド中間座標抽出演算部は、それぞれのサブフィールドの 
発光期間の始点位置と終点位置を演算し出力する。
計算方法は、

x=（t — tO）/tXVx（m、n）+xO±O. 5

Y： （t-to） /tXVy （m、n） +yO±O. 5

[Vx （m、n），Vy （m、n）は動きペクトル値]
例えば、点2 8 7の位置は、

Χ=(4-2)/10Χ5. 9 + χ0 + 0. 5 = 1. 68 + χΟ

Y=(4-2)/lOX4 + yO-O. 5 = 0. 30 + yO 

また、点2 8 8の位置は、
Χ=(8-2)/10Χ6 + χ0 + 0. 5 = 4. 10 + χ0

Υ=(8-2)/10Χ3. 8+yO + O. 5 = 2. 78+yO 
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である。
中間座標抽出演算部2 2 1~2 2 5は、ザブフィールドの数だけ必要で、第 

1サブフィ'ルド中間座標抽出演算部2 2 1では、第1ザブフィールドの発光 
期間の始点位置と終点位置を演算し、第1ザブフィールドビットマップ演算部 
2 2 6に出力し、第2サブフィールド中間座標抽出演算部2 2 2では、第2サ 
ゾフィールドの発光期間の始点位置と終点位置を演算し、第2サブフィールド 
ビットマップ演算部2 2 7に出力し、第nザブフィールド中間座標抽出演算部 
2 2 5では、第nサブフィールドの発光期間の始点位置と終点位置を演算し、 
| ريلل7جوبتجلا1تح'<١د /トマップ演算部2 3 〇に出力する。
次に、第1サブフィールドビットマップ演算部2 2 6から第nサブフィール 

ドビットマップ演算部2 3 0の詳細にっいて図4 1を用いて説明する。図4 1 

は、中間座標抽出演算部からの中間座標データ2 7 3と画像データ2 7 4から、 
新画像データ2 7 5と2値のビットマップ2 7 6を出力するまでの構成を示し 
た図である。処理の概念を、数式14、及び図4 2を用いて説明する。数式1 

4は、図4 1の新画像データ2 7 5を求めるための式である。

у X

…（14）

Data （m、n）は、図4 1のある位置（m、η）の画像データ2 7 4で 
ある。NewData （m、η）は、図4 1のある位置（m、η）の新画像デ 
ータ2 7 5である。Ka （X、у）は、図4 1の減衰率演算部2 5 9の出力で 
ある。E （m、η、X、y）は、図4 1の寄与率演算部2 5 4の出力である。 
図42は、テ'イスプレイ上のある位置（X、У）に対して、図4 1の画像デー 
夕2 7 4が配列されたレジスタ2 5 5から新画像データ2 7 5が配列されてい 
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る新画像データ収納部2 7 2までの流れを視覚的に示した図である。図4 2の 
複数の画像デー夕3 0 0に保持するのが図4 1のレジスタ2 5 5である。複数 
の画像データ（X、У）に対応するそれぞれの寄与率を掛ける3 0 1に対応す 
るのが図4 1の複数の乗算器2 5 6、2 5 7、2 5 8である。乗算^れたデ' 
タを合計する図4 2の卩（X、У） 3 0 2に対応するのが図4 1の加算器2 6 

〇である。図4 2の”一様に減衰率を掛ける）’ 3 0 3に対応するのが図4 1の 
複数の乗算器2 6 6、2 6 7、2 6 8である。
図4 2の”それぞれの画素面積で割る" 3 0 4に対応するのが図4 1の複数 

の除算器2 6 9，2 7 0，2 7 1である。図42の複数の新画像データ3 0 5 

に対応するのが図4 1の新画像データ収納部2 7 2である。図4 2の” +” 3 

0 6は、図4 1の加算器2 6 0に対応する。図4 1のビットマップ出力2 7 6 

のデータは、ディスプレイ上の位置（X、У）に対応しており、出カデータが” 
1”のときは、当該ザブフィールドを発光させ、’’ 0”のときは、発光させな 
い。図4 2の信号の流れ3 0 7の画像データ上の出発位置（m、η）と新画像 
データ上の終着位置（m、η）は等しい。 ディスプレイ上のある位置（X、 
У）に対して寄与率が〇になるようなある位置（m、η）の画像データは演算 
する必要はない。数式14において١ E （m、η、X、y） =〇であることか 
ら明らかである。
次に各部の説明をする。画素面積演算部2 5 1は、中間座標データ2 7 3. 

を用いて各画素の面積を演算するところである。レジスタ2 5 2は、画素面積 
演算部2 5 1より出力されたデータを保管しその複数のデータを出力する。レ 
ジスタ2 5 3は、動きベクトルデータ2 7 3を保管し、その複数の動きペクト 
ルデータを出力できる。寄与率演算部2 5 4は、複数の中間座標データを用い 
て、複数の寄与率を演算し、出力する。レジスタ2 5 5は、画像データ2 7 4 

を保管し、その複数の画像データを出力する。
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次に、減衰率演算部2 5 9にっいて説明する。減衰率演算部2 5 9は、入力 
されるデータ^すべて加算し、その合計値と閾値作成部2 6 3の出力デ.タと 
で大小比較した、” 0”または” 1”の結果を2値のビットマップとして出力 
する。また、その結果より、合計値が閾値より小さければ1. 〇を出力し合計 
値が閾値以上なら（合計値一閾値）ب （合計値）を出力する。その減衰率演算 
部2 5 9の概念を図4 3及び数式1 5，1 6を用いて説明する。

P{X,Ÿ）＜th（7）^ 0 لا,بط（ = ل  H[x,y） = Q

…（16）

図4 3は、加算器2 6 0の出力と減算器2 6 1の出力を表したものである。 
数式1 5は、加算器2 6 0の出力が閾値以上のときの減衰率演算部出力2 5 9 

の出力とビットマップ出力を表わす式である。数式16は、押算器2 6 0の出 
力が閾値未満のときの減衰率演算部出力2 5 9の出力とビットマップ出力を表 
わす式である。P （X，У）は、ディスプレイ上の位置又、ソのときの加算器 
2 6 0の出力値である。セヒは閾値の値である。k a （X、y）は、ディスプ 
レイ上の位置乂、٧のときの減衰率演算部2 5 9の出力値である。H （X，У） 

は、ディスプレイ上の位置乂、yに対応するビット出力である。これで減衰率 
演算部2 5 9は、入力されるデ'タをすべて加算し、その合計値と閾値作成部 
2 6 3の出力データとで大小比較した、’’ 0”または” 1”の結果を2値のビ 
ットマップとして出力するし、その結果より、合計値が閾値より小さければ1. 

〇を出力し合計値が閾値以上なら（合計値_閾値）ب （合計値）を出力するこ 
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とがわかる。
新画像データ収納部2 7 2は、減衰率演算部と寄与率演算部と画像データ2 

7 4が複数収納してあるレジスタ2 5 5 ^掛けた値から、画素面積演算部2 5 

1の結果が収納してあるレジスタ2 5 2の値を割った値を、一時加算保持し、 
次のザブフィールドビットマップ演算部に出力するデータを出力する。
図3 7に示した合成部2 3 1は、次のザブフィールド変換部2 0 5の形式に 

あったデータを合成するところである。各ビットマップ演算部からの出力は、 

第1サブフィールド、次に第2、次に第3、第4という具合にサブフィールド 
順に遅延して出力される。この遅延を調整して次のザブフィールド変換部10 

5に出力する。
以下、上記構成を有する階調表示装置ج用いた表示方法にっいて説明する。
まず階調表示方法にっいて述べる。なお、ここでは説明を簡単にするために、 

一定方向の動きペクトル(6、4)のスクロール画像データと、図3 4に示す 
サブフィールドの発光シーケンスを用いて説明するものとする。
最初にサブフィールドの構成を説明する。図3 9に示すように、サブフィー 

ルドの構成は、3つのサブフィールドからなり、それぞれのザブフィールドに 
よる発光パターン比が｛SF1, SF2, SF31 = ｛4:2:1｝の重み付 
けで構成された発光シーケンスとする。この場合の発光シーケンスの周期は丁 
であり、斜線部分が発光期間を表している。この図3 9で、第1サブフィール 
ドの発光期間の開始は٤ 1であり、終わりは٤ 2であり、また、第2サブフィ 
ールドの発光期間は٤3であり、終わりは٤4であり、さらに、第3サブフィ 
ールドの発光期間の開始は٤ 5であり、終わりは٤ 6をである。
また١

t7=tl+T

to： (tl + t2)+2
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(t2-tl):(t4-t3):(t6-t5):T=4:2:l:lO

(t3-t2):(t5— t4):(t7-t6):T=l:l:l:lO 

の関係があるものとする。
次に視点の動きと1単位の網膜画素面積の関係にっいて説明する。ここでい 

う網膜画素とは、ディスプレイ上の像が網膜に映った、網膜の受容域のことを 
定羲したもので、その受容域の重心位置が視点となる。図4 4 (a)は、視点 
がディスプレイ上を右上方向に動くことを想定している概念図である。
一定方向の動きペクトル(6、4)のスクロール画像であるから、視点は、 

ディスプレイ上の位置(хО、уО)から位置(χΟ + 6、уО + 4)を時間 
丁で通過する٥また1単位の網膜画素面積とは、その受容域の1単位面積のこ 
とである。
次に1単位の網膜画素がディスプレイ上の各画素からどれだけ影響を受ける 

かを説明する。図4 5は、各サブフィールドで、1単位の網膜画素がディスプ 
レイ上の各画素からどれだけ影響を受けるかを小数3桁までの数字で表した図 
であり、ここでは、この数字;を寄与率という呼び方で定義するものとする。寄 
与率の説明と求め方の詳細にっいては後述する。図4 5 (a)は、時亥1】٤1か 
らt 2までの間で、図4 5 (b)は、時刻t 3からt 4までの間で、図4 5 (C) 

は、時刻٤5から٤6までの間に、網膜画素がディスプレイ上の各画素からど 
れだけ影響を受けたかを寄与率で示した図である。
網膜画素3 6 0は、時刻セ〇のとき網膜画素の位置で、網膜画素3 6 1は、 

時刻セ1のとき網膜画素の位置で、網膜画素3 6 2は、時刻セ2のとき網膜画 
素の位置で、網膜画素3 6 3は、時刻٤3のとき網膜画素の位置で、網膜画素 
3 6 4は、時刻t 4のとき網膜画素の位置で、網膜画素3 6 5は、時刻t 5の 
とき網膜画素の位置で、網膜画素3 6 6は、時刻٤6のとき網膜画素の位置で 
ある。例えば、時刻t 1からt 2までに1単位の網膜画素は、ディスプレイ上 
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の位置(xO、١٢ 0)に対して寄与率は〇. 3 2 4であり、ディスプレイ上の 
位置(Χ0 + 5、yO + 3)に対して寄与率は〇であることが図からわかる。
次に、網膜画素がディスプレイより受けている階調の求め方にっいて説明す 

る。デ'イスプレイ上を移動したときの網膜画素に入ってくる階調は、それぞれ 
のディスプレイ上の画素から受ける光量の和である。例えば、上記したザブフ 
イールドの発光シーケンスで、時刻t 1からt 7までの時間に網膜画素がどれ 
だけの階調^得たかを上記した寄与率をもって求める。そして、得た階調を从 
で、ディスプレイ上の位置(X、У)でnサブフィールド期間において、発光 
したか否かをн (X，у、П) とする。H (X，у、П) の値は、発光すれば 
H (X，у、П) =1で、発光しなければн (X、у、П) =〇である。 
従って、 
Μ= 4*(

O.O46*H(xO,yO+l，1)+0. 147$Н(хО+1,уО+1, 1)+О.ОО6*Н(хО+2，уО+1, 1) 

+О.ОО2*Н(хО-2，уО，1)+О.136*Н(хО-1，уО，1)+О.324*Н(хО，уО，1) 

+0. 136*Н(хО+1，уО, l)+Q.OO2*H(xOt2，yO, 1)

+О.ОО6*Н(хО-2，уО-1, 1) + 0. 147*Н(хО-1，уО-1，1) + 0. О46*Н(хО，уО_1，1) 

)

+2*(

О.ОО4*Н(хО+1，уО+2, 2)+0. 272*Н(хО+2，уО+2, 2)+0. 324*Н(хО+3，уО+2, 2) 

+ 0. О13*Н(хО+1，уО+1，2)+0. 295*Η(χΟ+2, уО+1, 2)+0. О93*Н(хО+3, уО+1，2) 

)

+ 1*(

О.О65*Н(хО+3，уО+3,3)+О.51ОН(хО+4,уО+3,3)+О.О25Н(хО+5，уО+3,3) 

+ О.О68*Н(хО+3，уО+2,3)+0.324*Н(хО+4,уО+2,3)+0.ОО8*Н(хО+5，уО+2,3) 
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で求めることができる。
上記녀 （X、у、η） の配列要素を適切に決定することによって、この網膜

画素が知覚する階調^が、元来の画像の階調データと限りなく等しくなると偽
。輪郭の発生を抑えられる

1¿ （X、y、η）を求めるかを、説明を簡単にするためحؤي）تخح0اًئح؛وةل 

に、2画素が動きベクトル（6、4）で移動した場合の例を取り上げて説明す 
る。図4 4 （b）は、2画素の画像データが移動し、それに伴い網膜画素が移 
2つ©網膜画素が、動きペクトル（6、4）で移 動している様を示している٥

、動していることがわかる。例として、画像データは、位置（m、η）には7を
位置（m+1、η）には3とする。それを表しているのが図4 6 （a）と図4 

7 （a）であり、画像データを2次元的に示している。図4 7,図4 8,図4 

9は、これから説明する処理を示したものであり、それぞれの図の（a）図は、 
分配配置するデー夕を示し、各図の（b）図は、位置（m、η）のデータを分 
配した結果を示し、各図の（C）図は、位置（m+1、η）のデータを分配し 
た結果を示し、各図の（d）図は、分配し^それぞれの位置合計を示し、各図 
の（e ）図は、ある閾値で比較した結果を示し、各図の（f）図は、次の処
理で使用する画像データを示す。

これからl·l （X， y, η）を求める過程を説明する。演算の過程としては概
略次のようになる。 まず、第1サブフィールドの発光するか否かのデータであ
6H(x١y١l) を求め、それからн （X、У、1）の結果と画像デ.タか

(H(x١y١2؛< を求めるための新しい画像データ٨を演算し出力する。そ
の出力^れた新しい画像データ八をもとに、第2サブフィールドの発光するか

（X、y、2）を求め、（X、y、2）の結 
果と画像亍ータ八하巳여 （X、y、3） を^求めるための新しい画像データ6を 
演算し出力する。最後に、その出力されたн （X、y、3） ^求めるための新 
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しい画像データ3をもとに、第3ザブフィ.ルドの発光するか否かのデータで 
あるн (X、У、3)を求める。

それでは最初に、第1サブフィールドの発光するか否かのデ'-夕であるH(x、 
У、1) と、(X、у、 
2)を求めるために、新しい画像デ'タ八を出力する過程にっいて説明する。 
はじめに、位置(m、η)の画像データである7を١図4 5 (a)に示す寄与 
率^用いてデ'イスプレイ上に分配配置する。分配配置する方法は、図4 5 (a) 

に示す位置(X、У)の寄与率と画像データを掛け合わせた値を、047 (b) 

に示す位置(X、У)に代入する。例えば、図4 7 (b)に示す位置(xO、 
yO)に代入される値は、0. 3 2 4 X 7 = 2. 268で、位置(χθ + 1、 
yO)に代入される値は、0. 1 3 6 X 7 = 0. 9 5 2である。同様に図4 7 

(b)の他の位置に代入される値も演算する。また位置(m+l١ η)の画像 
データである3を分配配置する方法は、上記のように寄与率と掛け合わせるが、 
표位置%先哇쏜上り + 1大きいので、代入する位置をス位置を十1 シフ トして 
書き入れる。すなわち、図47 (C) ؛こ示す位置(χΟ+1、yO)に代入さ 
れる値は、0. 3 2 4 X 3 = 0. 972で、位置(xO + 2、yO)に代入$ 
れる値は、0. 136X 3 = 0. 4 0 8である。同様に図47 (C)の他の位 
置に代入される値も演算する。
次に図4 7 (b)と図4 7 (C)に示してある値を座標位置を一致させて加 

算する。例えば'、図4 7 (b)の位置(χθ١ yO)の値である2. 2 6 8と、 
図47 (C)の位置(xO、yO)の値である〇. 4 0 8を加算した値2. 6 

7 6を、図4 7 (d)の位置(xO、yO)に代入する。同様に、図4 7 (d) 

の他の位置に代入される値も演算する。そして只(X、У、1)は、図4 7 (d) 

の代入された値と閾値^比較して求める。047 (d)の値と比較する閾値は、 
4である。なお、ここでいう閾値の詳細にっいては後述するものとする。H (X、 
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У、1）は、図4 7 （d）の値が閾値の4以上なら1、4未満なら0である。 
例えば、位置（xO、yO）の値は2. 6 7 6で、4未満なので、H （xO、 
yo、1）は〇である。同様に比較して代入していくと図4 7 （e）が完成す 
る。今回の例では、図4 7 （e）のすべての位置の値は、〇であった。すなわ 
ち、第1サブフィールド区間で発光する画素はないことがわかる。
次に١第2サブフィールドの発光するか否かのデータであるн （X、У、2） 

を求めるための新しい画像データ人を出力する過程にっいて説明する。概念は、 
分配配置する画像データを回収（フィードバック）して、新画像デ.夕٨を求 
めることである。新画像データ八の値は、寄与率に応じて分配した画像データ 
に対し、H （X、y١ 1）の結果によって決まる減衰率を掛けて、画素面積で 
割り、元の座標位置にすべて回収することにより算出する。なお、ここていう 
画素面積の説明は後述するものとする。
減衰率ka（x、y）の求め方は、
H （X、y、1） =1のとき、

ka （X、y）=（位置（X、y）に分配した値の合計値一閾値）

（に分配した値の合計値（У χ١）位置） ب
卜1（乂١乂、1）二0のとき١

ка（х١у）=1

である。
回収する1例をあげると、画像データの位置（m、η）からディスプレイ上 

の位置（xO、yO）に分配した値は、上記の結果より2. 2 6 8であった。 
바내 （xO、yO、1） の結果は、〇であった。画像データの位置 （m、η） 

がディスプレイ上の位置^〇、yO）に対して回収する値は、2. 2 6 8 Χ 

1で2. 2 6 8である。同しょうにして、画像データの位置（m、η）がディ 
スプレイ上の位置（хО+1١уО）に対して回収する値は、0. 9 5 2 Χ1 
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で0. 9 5 2である。従って、画像データの位置（m、η）がディスプレイ上 
のすべての位置に対して回収する値は、

0.322*1 + 1.029*1十0.042*1+0.014*1）0.952*1+2.268*1+0.952木1+0.014*1+0.0 

42*1+1.029*1+0.322*1 

で、6. 9 8 6である。
今回の例では、いかなる乂、yに対してн （X、У、1）は、〇であっなの 

で、分配し^値はすべて回収することになる。すなわち、分配したデータ” 7” 

は、そのまま回収される。上記の値が6. 9 8 6となっているのは、小数3桁 
で丸めた誤差が含まれるためである。
次؛こ١この値を画素面積で割る。画素面積は、この例では1である。すなわ 

ち、割った値は、7 + 1で7となる。同様に画像データの位置（m+1、η） 

がディスプレイ上のすべての位置に対して回収する値は3である。ここでも画 
素面積は、1である。割った値は、3 + 1で3である。これを図47 （f）に 
示しておく。この図4 7 （f）の値が次の第2サブフィールドの発光するか否 
かのデータである只（X、У、2）を求めるための新しい画像データ人である。 
以上が第1ザブフィールドの発光するか否かのデータであるH （X、y、1） 

を求め、（X、y、1）の結果と画像データからн （X、у、2） 

を求めるための新しい画像データ八^演算し出力する方法である。
次に、٠ラサプ'フノールト？がを1~するか:あかのギー々で方、ろ„ （X，У、2） 

を求め、そオ飞”らн （х١ у、2）の結果と画像データAからH （X、у、3） 

図4 8

（a），（b），（c）, （d）は、上記と同様な演算を行なえばよい。
すると、図4 8 （d）と比較する閾値は、2である。図4 8 （d）で閾値で 

ある2以上の値をもつ位置は、（Χ0 + 2、yO+1）と（χΟ + 3、y0 + 

2）の2個所あり、それぞれの減衰率は、
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位置(χΟ + 2、yOtl)のとき、
(2. 104 —2)ケ(2. 104)二 0. 0 4 9、

位置(χΟ + 3、yO + 2)のとき、
(3.0 8 4 - 2) + (3.0 8 4)= 0.3 5 1

である。
従って，新画像データ6の位置(m、η)の値は、

0.028*1 + 1. 04*1ا2.268*0.351+0. 091*1+2.065*0.049+0.651 *1

で3. 571となり、
位置(m+l、η)の値は١

0. 01^1+0. 816*0. 351+0. 972*1+0. 039*0. 049+0. 885*1 +0. 279*1

で2. 4 3 6である。画素面積は、1である。割った値を図4 8 (f)に示し 
ておく。この図4 8 (f)の値が次の第2ザブフィールドの発光するか否かの 

(X、y、3)を求めるための新しい画像データ3てある。
じ1؛내や筮2サプフメールドのを1するか孑?かの孑し々で方,み„ (X、У、2) 

;を求め、それからн (X、y、1)の結果と画像データ八から、H (X、У、 
 求めるための新しい画像データвを演算し出力する方法を説明した。第ج (3
4나ド介フ ノー11パくの#1٦٣ス、~3?デがハ¥一々マ。右、ス、„ (X、У、3) を求る方

法も同様に演算すればよい。補足をすると、この場合、図4 9 (d)の値と比 
較する閾値は、1となる。最後に出力結果を図4 6 (b)に示した。この図4 

6 (b)は、座標位置を一致^せて、図4 7 (e)の値に4を掛けた値と、図 
4 8 (e)に2を掛けた値と、図4 9 (e)加算した結果を示したものである。 
図4 6 (a)は入力画像データであり、これまで説明した画像デ.タ変換処理 
を施した結果が図4 6 (b)になる。図4 6 (b)では、視点の移動と共に各 
サブフィールド区間で発光している様子がわかる。
次に寄与率と画素面積の概念と、求め方の詳細な説明を行なう。上述のよう 
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に、寄与率とは、画像データ上の画素がディスプレイ上の画素に与える影響を 
数値化したものである。今までの寄与率の説明は、1単位の網膜画素がディス 
プレイ上の各画素からどれだけ影響^受けるかを数値化したものであったが、 
画像データ上の画素と1単位の網膜画素を等価にすることで本発明の目的であ 
る偽輪郭をなくすことが۴きる。
例えば、静止画像の場合の寄与率は、画像データ上の位置（m、η）の階調 

をディスプレイ上の位置（X、У）に表示するだけでよいので、画像データ上 
の位置（m、η）の画素に対するディスプレイ上の位置（X、y）画素の寄与 
率は、1 （10 0%）である。また、動画像の場合、画像データの位置（m、 
η）の画素は、ディスプレイ上の位置（x١ y）画素のみではなく、例えば'、

（χ+1、y）や（X、y - 1 ）などに影響を与えるので、画像データ上の位 
置（m、η）の画素に対するディスプレイ上の位置（X、y）画素の寄与率は、 
1未満である。また、画像データ上の画素とは、物理的に存在しているわけで 
はなく、画を縦横に区切った1単位の領域を意味している。画自体の領域であ 
る。

また、画像データ上の画素の面積のことを、画素面積という。また、画像デ 
ータ上の画素は、変形することがある。これまで説明した一定方向に動くスク 
ロール画像などは正方格子で変形することはないが、動きの違う画素と画素で 
は、画素が伸縮したり膨張したりして変形する。また変形するということは、 
面積も変わることがある。
以降、画素面積と寄与率の求め方にっいて説明する。図5 2は、ある画像デ 

ータの画素が時刻٤1からt2の間に移動したこと示す図である。四角形八， 
В, C，٥は画素を示し、A，В，C，٥は四角形の4隅に相当し、四角形₽， 
Q, R, 5は画素を示し、P, Q，R，3は四角形の4隅に相当する。
今、ある時刻٤1のときの画素人，В，C，٥から、時亥れ2のときの画素
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P，Q，R, 3に動いたとする。Кй١時刻٤における移動途中の網膜画素の 
位置である。図5 0からは、画素が変形している様子や、ディスプレイ上の位 
置（X、У）を通過している様子がわかる。図5 1は、ディスプレイ上の位置
（X、У）の付近を拡大した図である。デ'イスプレイ上の画素間の距離は、1 

で正規化をする。従ってディスプレイ上の1画素の面積は、1である。ディス 
プレイの構造上3原色で1画素であるが、本発明の説明では、1原色で1画素 

、で、同一位置にある。斜線部分は、画素尺とテ'イスプレイ上の位置（X、У） 

の重なっている部分で、画像データ（m、η）とディスプレイ上の位置（X、 
y）との関係であるので、面積を3₽ （t、m、η、X、y）とし、また画素

Sk（t١m١n）とする。それぞれを時間的平均をとることで 
寄与率と画素面積^定義する。数式17が寄与率£ （m、η、X、y）で、数 
式18が画素面積3 （m、η）を求める式である。

S (m , η )=

Е(т,п,х,у)：=--—；ث Sp(t,m,n,x,y)dt 
1 ك - لأ

٢٦٠٦١…

1

…(18)

)d t

次に面積5₽ （t、m、n、X、y） と面積3노 （t、m、n） の求めかた 
の概念を説明する。図5 2 （a）, （b）は、あるディスプレイ上の位置に網膜 
画素が重なっている図であり、数式17，数式18は、その重なっている面積 
を求める式である。なお、数式1 9，2 〇において、丸付き数字は、図5 2 （a）， 

（b）に相当する各3角の領域の面積を示している。
S = 1 — （①+②+③+④十⑤+⑥十⑦十⑧） …（19）
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s：l- (φ + (3) + (5) + (6) + (7)) …(2 0)

重なっている面積は、単位正方形の面積1より、 
することで求まる。重なっていない面積を求めるには、重なっていない領域を 
補助線を引くことで幾つかの3角形をつくり、それらの3角形の面積を加算す 
ればよい。それぞれ計算された面積5が、HSp (t、m、η、X、y)で 
ある。

また図5 3 (a)，(b)は、網膜画羡とその網膜画素をすべてを囲0長方形 
とその長方形の最大最小の座標を示し、数式2 1，2 2は網膜画素の面積を求 
める式である。なお、数式2 1，2 2の丸付き数字は、図5 3 (a)，(b)に 
相当する各3角または4角の領域の面積を示している。

S： (MaxX-MinX) X (MaxY-MinY)

-(①+②+③十④+⑤+⑥) …(2 1)

S： (MaxX-MinX) X (MaxY-MinY)

-(①+②+③+④+⑤) …(2 2)

重なっている面積は、網膜画素をすべてを囲む長方形の面積である(Max 

Χ-MinX) X (MaxY_MinY)より、重なっていない面積を引くこ 
とで求まる。ここで、MaxX, MaxYtt١画素面積の座標义、ソの最大値 
を示し、M i nX，M i nYは١画素面積の座標义、٧の最小値を示している。 
一方、重なっていない面積を求めるには、重なっていない領域に補助線を引く 
ことで幾つかの3角形と長方形をつくり、それらの3角形や長方形の面積を加 
算すればよい。それぞれの計算された面積3が、1Sk (t、m、η)であ 
る。以上、®٠Sp (t、m、η、X、y) と面積Sk (t、m、n)の求め 
かなの概念を説明したが、面積は、直接求めるのではなぐ面積を演算する回 
路が容易にできるように3角形か長方形を組み合わせて求める。
次に寄与率演算部の概念と実際の数値を用いて詳細な説明をする。一例とし
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て"、図45 (a)の位置(хО、уО)の寄与率〇. 3 2 4の求め方:を、図5

4、数式23~32、図55、図56を用いで説明する。

S

-( 1 كا كا 1 )

：لا-ا( 1()1)اردا--(1 ردك )اك
…(23)

دع\ < к ه ل٦

(24)…

د = ت(تد1لم-0+)%0
رد-ارد(غتود0لاب)0

-1(ردمك١ل1رر,1ك1 ٠

■dk(00[ + ه(1لاه(إص+)ص-1رز-0)+ رز)+yd-0ها-1رد)+Χ0-٠مم{1ها-1تل=

=٠{9-^1+н+М)(1+И+М)+ЧН+М)(И+М) + (ИИ+ММ)} 

حتمئت٧لاؤ0)٠ثإ)ار} 同٠肚にある。

…(2 5)

xl = kl(x3 - %〇) + xO, x2 = k2(x3 - xO) + 0تع
0 ارز = د:1رد(3 - ر} )+ γθ, y2 = 0 غ2رد(3 - رر0ب) لا
Е =(И-О)Х Ee(xQ,yQ,xl, ارز) + (ん2 — kl) X Ee(xl, yl,x2, 2رد) 
X Ее(х2,у2,хЗ,уЗ)(غ2 -1) +

•■•(26)
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(2)xEe{x2,y2,x3,y2Í-غ(+3غ(y2؛ん2—ん1) x4Xyl,x2=)

(28)…

-2 „ -2 
χθ= X 6 = -L.¿, νθ = —— X 4 = -0.8

10 10

2 ^2^-- 
χ4 = X 6 = 1.24 و رز  = —— X 4 = 0.8

10 10

… لم2لأ١

x = k(x4-x0)+ x0, 0 رد(تد=رد4لا-0و+)
xl = -1. ··. kl = 0.08333 , 0.66666- = ارل
χ2 = 0 ·'· ん2 = 05 ，y2 = 0

χ3 = 1 кз = 0.916666，уЗ = 0.66666

…(30)
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Ee(xi, yl,x2,y2)= Ее(- 1,-0.6666,0,0)

-Зх 2x1.6666 + 4 X 0.6666 + 0.6666) = 0.38888

Ее(х2,у2,хЗ,уЗ)= £е(о,о，1，о.66бб) = 0.38888

…(3 1)

Е = (k2 - ん1) X Ее{х1, у[х2, 2رد)+ (кз - Æ2)X Ее(х2, у2,хЗ,уЗ)

=(0^-0.083333)χ£β(-1,-0.6666,0,0)

+ (_666-05)χ_,0λ0.6666)

= 0.416666 x 038888 + 0.416666 x 038888 = 032399
•••(32)

図5 4は、概念を、図5 5は、045 （a）の拡大図、及びいろいろな時刻の 
網膜画素の位置を、図5 6は、ある時刻におけるディスプレイ上の位置（X、 
У）と網膜画素との関わり合いを、数式2 7~3 2は、寄与率の計算式を示す 
ものである。まず、最初に、図5 4、及び数式2 3~3 0を用いて概念を述べ 
る。図5 4 （a）は、2つの単位面積1の正方形（基本、移動）が重なってい 
る図であり、数式2 3はその正方形が重なっている面積を求める式を示す。図 
5 4 （a）の黒丸の点は、正方形の重心を示しており、基本正方形は座標（0、 
0）の位置に、移動正方形は、（X、У）にある。斜線の面積は、条件付きで 
（l-|x|）（l-|y|）であることがわかる。次に図5 4 （b）は、移 
動正方形の重心が（xO、yO）から（xl、yl）に移動したときの図を示 
し、数式2 4社間接変数노쭌使用1移動中0移動正方形0重心 （X、y） を示 
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した式である。数式2 5は、移動正方形が移動中に重なった面積の総和を求め 
る式と結果を示す。その総和を、Ее （xO、yO、xl、yl）の関数とす 
る。Еей١数式24を数式2 3に代入し、^の関数で表した面積をヒで積分 
することになる。最後に図5 4 （С）は、ある例を示して١ Е （寄与率）を求 
める方法を示すために、移動正方形が、重心（хО、уО）から（хЗ、уЗ） 

を移動している図を示し、数式2 6は象限の境目の座標位置を求める式と寄与 
率を求める式を示す。異象限を通過するために、ЕеО1й١象限毎に分け 
る必要がある。（X 1、у 1）は、第2象限と第3象限の境目の座標を、（X 2、 
у 2）は、第1象限と第2象限の境目の座標である。寄与率Eは、各象限の移 
動正方形が移動中の重なった面積の総和£6に、各象限を通過した割合を掛け 
た総和である。また、同一象限内でも、重心位置が±1を通過するところでも 
£6の演算は分ける必要がある。図5 5は、図4 5 （a）の拡大図、及びいろ 
いろな時刻の網膜画素の位置を示しているが、時刻セ0のときに網膜画素は3 

7 2の位置に、時刻セ1のときに網膜画素は3 7 〇の位置に、時刻٤ 2のとき 
に網膜画素は3 7 4の位置にあることは、上記よりわかる。網膜画素3 7 1、 
3 7 3は、ディスプレイ上の位置（хО、уО）の画素に重なる直前と直後の 
位置である。そのときの時亥؛は、t 1 1、t 1 3である。次に図5 6は、ある 
時刻における網膜画素とディスプレイ上の位置（X、У）との重なりを示して 
いる。上記したように、斜線部分は、時刻٤のときの網膜画素仄とディスプレ 
イ上の位置（X、У）の重なっている部分で、画像データ（m、η）とディス 
プレイ上の位置（X、У）との関係があるので、面積を3٠ （t、т、П、X、 
y）とし、HKH） Sk （t、m、η）とする。これは、上記数 
式23と同様な関係がある。
以上概念を説明したが、次から画素面積と寄与率の実際の数値を用いて述べ 

る。 
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数式2 7は、画素面積を求めている式である。網膜画素は、時間的に変形しな 
いので結果1となる。数式2 8は、寄与率を求める式である。
時刻t 1からt 2までの平均の重なり合っている面積を求めていることがわか 
る。数式2 3~2 6と対比させると、寄与率£の結果は、

(k2-kl)Ee(xl, yl, χ2, у2) + (кЗ-к2)Ее(χ2, у2, хЗ, уЗ)

となる。
次に数式2 9では、移動正方形の重心の始点(хО、уО)と終点(χ4١ 

у 4)の位置を、数式3 0では、同一象限内の重心位置が±1を通過する位置 
 数式3 1では、移動正方形が移動中の重なった面積の総和Eeを、数式3、ج

2では、上記数式3 0,数式3 1の結果を、数式2 8に代入して寄与率を、そ 
れぞれ求めている。以上の結果、寄与率0. 3 2 4が求まることになる。この 
例では、異象限^通過するのは、時刻٤0のときの1回である。また同一象限 
內の重心位置が±1を通過するのは、時刻٤ 1 1と٤ 13で2回ある。それぞ 
れ分けて計算することがこの例からわかる。
次に閾値の詳細な説明をする。閾値は、全サブフィールド発光期間の長さに 

対するあるザブフィールド発光期間の長さの比を画像データの最大値を掛けあ 
わせたものである。一例を挙げて説明すると、
画像データが〇、1、2、3、4、5、6、7の8階調で図3 9の発光シー 

ケンスをとるときを例にとると、
全ザブフィールド発光期間の長さ =(=1 + 2+4) 

第1ザブフィールド発光期間の長さ=4

画像デ'夕の最大値 =7

閾値=(第1ザブフィールド発光期間の長さ)/ (全サブフィ'ルド発光 
期間の長さ)X (画像データの最大値)

=4/7X7 =4
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従って、第1ザブフィールドビットマップ演算部2 2 6の閾値は4である。 
同じように第2サブフィールドビットマップ演算部2 2 7の閾値は2である。 
同じように第3ザブフィ.ルドビットマップ演算部2 2 8の閾値は1である。 
簡単な例ではあったが、2 5 6階調を1 〇サブフィールドで表示する様なディ 
スプレイの場合も、同様に上記の式を使用して求める。
第1サブフィールドから第nサブフィールドビットマップ演算部の閾値は、 

大きい閾値から川頁に小さい閾値に設定する。すなわち第1サブフィ_ルドのビ 
ットマップ演算部の閾値は、最大で、第nサブフィールドのビットマップ演算 
部の閾値は、最小である。またこの構成をとれば、動きペクトル検出に少々の 
誤差が生じでも、画像破綻が生じない。

このように本実施の形態によれば、動き画素数、及び動き方向に応じたべク 
トル値から、表示画面上で移動画素に対して視線が追従したときに、各ザブフ 
イールド区間内での発光時間と画面上の視線移動の経路から各網膜位置に入る 
光量の寄与率とをリアルタイムで計算し、その出力データから新しいザブフィ 
ールドデータを作成する構成としたので、動画を目で追従したときの網膜画素 
が知覚する階調と本来の画像の階調データと精度よく一致するようになり、網 
膜には本来の画像に対応した階調に相当する光量が蓄積されるようになり、画 
面偽輪郭の発生を大幅に抑制することができ、偽輪郭のない表示画像を提供す 
ることができる。

なお、ここでは、概念を簡単に説明するために、図3 9に示す3サブフィー 
ルト発光シーケンスを用いで説明しできたが、3サブフィールド以上の発光シ 
ーケンス、例えば、8サブフィールドでも、画像データの演算変換は可能であ 
り、また、網膜画素を正方形で説明したが、面積が1基本単位の円に置き換え 
で説明しでもよいこはいうまでもない。
^らに、時刻؛ 〇は(t 1 + t 2) +2としで説明^したが、t 0 = t 1で 
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も、٤〇二任意でもよいことはいうまでもない。
また、説明を簡単にするために、映像を2画素を用いて説明を行ったが、画 

素数が多い場合に顕著な効果が得られる。
（実施の形態4）

次に本発明の実施の形態4による階調表示装置にっいて説明する。本実施の 
形態4による階調表示装置の概略的な構成は図3 6の実施の形態1に示したも 
のとほぼ同じであるが、画像データ演算変換部2 0 3の構成だけが異なるもの 
である。本実施の形態4では、1画面すべてがある一定の方向に一定の速さで 
動く、スクロール画像と呼ばれる画像を処理することに的を絞ったものである。
図5 7は、図3 6における画像データ演算変換部2 0 3の本実施の形態4に 

よる詳細な構成を示すブロック図である。動きペクトルデータ2 3 2は、1フ 
イールド毎にベクトル値を入力する。第1サブフィールド中間座標抽出演算部 
3 1 1から第^サブフィールド中間座標抽出演算部3 1 5は、動きベクトルを 
入力し各ザブフィールドで発光している、それぞれの期間の視線の始点と終点 
の中間位置を求め出力する。第1サブフィールドビットマップ演算部3 1 6か 
ら٠ロサブフノールトミビットマップ演算部3 2 〇は、画像デ₽夕を視線の始点 
と終点の中間座標を使い、各ザブフィールドで画素単位に発光するか否かを合 
成部に出力し、かつ、次のザブフィールドビットマップ演算部で必要な新画像 
デ.夕を出力する。このザブフィールド中間座標抽出演算部3 1 1~3 1 5と、 
ザブフィールドビットマップ演算部3 1 6〜3 2 0とは対をなしており、例え 
ば、ザブフィールド数が8個あればこの組み合わせは8対必要となるものであ 
る。
合成部3 2 1では、各ピットマップ演算部3 16-32 〇で出力$れたデー 

夕の遅延を調整して、サブフィールドパターンのビット毎の組み合わせ^行な 
い、新しい画像データの合成を行なう。
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次に第1サブフィールド中間座標抽出演算部311から第れサブフィールド 
中間座標抽出演算部3 15は、図3 9、図5 8を用いて説明する。図5 8は画 
像データがディスプレイ上の位置を移動している様子を示している。ある画素 
の動きペクトル(6，4)の1例を示している。網膜画素は、時刻セ0の時3 8 

0で、時亥リt 1の時3 8 1で、時刻٤2のときは382で、٤3のときは38 

3で、٤4のときは384で5؛のときは385で、٤6のときは386の位 
置にあることを示し、破線は、発光期間中の網膜画素の重心を示している。ザ 
ブフィールド中間座標袖出演算部3 1 1~3 1 5は、それぞれのサブフィール 
ドの発光期間の網膜画素の重心の始点位置と終点位置を演算し出力する。 
計算方法は、

x=(t —to)/t xVx(m١n) + xO

Y=(t-to)/t xVy(m١n) + yO

[Vx (m、n)，Vy (m、n)は動きペクトル値]
例えば、点3 8 7の位置は、

χ=(5 —2)/10Χ6+χ0=1. 8 + χΟ

Y=(5-2)/lOX4 + yO = l. 2+yO

また、点3 8 8の位置は、
Χ=(9-2)/10Χ6 + χ0 = 4· 2 + χΟ

Y=(9-2)/lOX4 + yO = 2. 8 + yO

である。
上述したように、中間座標抽出演算部3 1 1〜3 1 5は、サブフィールドの 

数だけ必要で、第1サブフィールド中間座標抽出演算部3 1 1では、第1ザブ 
フィールドの発光期間の網膜画素の重心の始点位置と終点位扈を演算し、第1 

サブフィールドビットマップ演算部3 1 6に出力し、第2サブフィールド中間 
座標抽出演算部3 1 2では、第2ザブフィールドの発光期間の網膜画素の重心 
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の始点位置と終点位置を演算し、第2サブフィールドビットマップ演算部3 1 

7に出力し、第nサブフィールド中間座標抽出演算部3 15では、第れサブフ 
イールドの発光期間の網膜画素の重心の始点位置と終点位置を演算し、^ロサ 
ブフィールドビットマップ演算部3 2 〇に出力する。
次に、第1サブフィールドビットマップ演算部3 1 6から第打ザブフィール 

ドビットマップ演算部3 2 0を図5 9^用いて説明する。図5 9は、中間座標 
抽出演算部3 11١31 5からの中間座標データ3 5 3と画像データ3 5 4か 
ら、新画像データ3 5 5と2値のビットマップ3 5 6を出力するまでの構成を 
示した図である。上記実施の形態1で処理の概念にっいては既に説明したが、 
本実施の形態4では、スクロール画像限定の機能を有するものとなっている。 
すなわち、本実施の形態4では、画素面積は一定であることを前提とし、その 
画素面積演算をする関係部所は必要ないものとしたものである。図5 9は、図 
41から画素面積演算の関係部所を除いた図で、レジスタ330と寄与率演算 
部3 3 1とレジスタ3 3 5と減衰率演算部3 3 9と新画像データ収納部3 4 9 

と合成部3 2 1に関しては上記実施の形態1で説明したのと同じである。
このように本実施の形態4では、画素面積は一定であることを前提とし、そ 

の画素面積演算جする関係部所を削除したので、その分、装置を簡略化するこ 
とができる。

なお、寄与率演算部と画素面積演算部は、回路規模の削減のため、あらかじ 
め演算しておいた寄与率や、画素面積をROMテーブルに書き込んでおくこと 
で使用可能である。
産業上の利用可能性
本発明にかかる動画像表示方法は、サブフィールド法で動画像を表示したと 

きの偽輪郭の抑制に有用であり、卩〇؟におけるサブフィールドの駆動データ 
の生成に適している。



wo 98/44479 PCT/JP98/01335

68

請求の範囲

1 . 輝度の重みの異なる複数のサブフィールドで1フィールドの画像を構成 
し、1フィ'ルドの画像を構成するサブフィールドの組み合せを変化させるこ 
とにより必要な階調を表示する方法において、

画像の移動方向及び移動量を示す動きペクトルを画像データから検出する 
ステップと、

検出した動きペクトルにしたがって画像が移動した場合に網膜が受ける階 
調と等価の階調;を網膜に与える画像データを新たに生成するステップと、

新たに生成した画像データに基づいてサフフィールドの組み合せを決定す 
るステップと、を具備する動画像表示方法。
2. 請求項1に記載の動画像表示方法において、

サフフィールド期間に移動した注目画素から影響ج受ける画像領域に対し 
て前記注目画素の画素濃度を分配し、

周辺画素から画素濃度が分配された各画素にっいてそれぞれ画素濃度の総 
和に応じて当該サブフィールドの点灯の有無を決定する、動画像表示方法。
3. 請求項2に記載の動画像表示方法において、 

サフフイールド期間に移動した画像から影響^受ける画像領域に含まれる
画素に対して、当該ザブフィールドが点灯した場合に当該画素が移動期間中に 
網膜に与える影響度を示す寄与度を設定し、

前記注目画素の画素濃度を前記寄与度に応じて前記画像領域に含まれる画 
素に分配する、動画像表示方法。
4. 請求項1に記載の動画像表示方法において、

前記注目画素の画素濃度の分配は、サフフィールド毎に順次に行なうこと 
を特徴とする動画像表示方法。
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5 . 請求項1に記載の動画像表示方法において、
上位のサブフィールドにっいての点灯、もしくは不点灯の結果を、下位のサ 

ブフィールドの点灯、もしくは不点灯ج判断するfeめの新たな画像データに反 
映させる、ことを特徴とする動画像表示方法。
6. 請求項5に記載の動画像表示方法において、
前記下位のザブフィールドにおける注目画素に対して、前記上位サブフィー 

ルドにおいて不点灯となった画素から分配した画素濃度と同じ画素濃度を回収 
し、点灯となった画素からは分配した画素濃度に所定の減衰率を乗じた画素濃 
度を回収して新たな画像データを生成する、動画像表示方法。
7 . 請求項5に記載の動画像表示方法において、
前記サブフィールドの点灯、もしくは不点灯の決定は、周辺画素から分配さ 

れた画素濃度の総和と、当該ザブフィールドの重みに応じてあらかじめ定めら 
た閾値とج比較することにより行なう、動画像表示方法。
8. 請求項1に記載の動画像表示方法において、
前記注目画素①画素濃度を分配守る画素位置と分配割合쭌、 前記検出した動 

きペクトルの移動方向及び移動量に基づいて決定する、動画像表示方法。
9 . 請求項8に記載の動画像表示方法において、
前記注目画素の画素濃度を分配する画素位置と分配割合は、動きペクトルに 

沿って移動した画像領域を視線が追随した場合に、網膜上の視点領域に影響を 
与える画素位置と分配割合に一致するように決められる、動画像表示方法。

1 0 . 請求項8に記載の動画像表示方法において、
前記注目画素の画素濃度を分配する画素位置は、検出した動きペクトルの始 

点から終点に沿って予め定められた面積の領域を移動させた場合に、前記領域 
に全体または一部が重なる画素である、動画像表示方法。
1 1 . 請求項8に記載の動画像表示方法において、
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前記注目画素の画素濃度を分配する分配割合は、検出した動きペクトルの始 
点から終点に沿って予め定められた面積の領域を移動させた場合に、前記領域 
と画素とが重なる面積を、各サブフィールドが発光する時間で積分した値であ 
る、動画像表示方法。
1 2 . 請求項1に記載の動画像表示方法において、 
画素毎にその4隅の移動方向及び移動量を示す四隅動きペクトルを検出し、 

検出した4隅動きペクトルを用いてサブフィールド期間に移動する注目画素か 
ら影響を受ける画像領域を特定する、動画像表示方法。
1 3 . 請求項1 2に記載の動画像表示方法において、 
前記注目画素の画素濃度を分配する画素位置と分配割合を、検出した4隅動 

きペクトルの移動方向及び移動量に基づいて決定する、動画像表示方法。
1 4. 請求項1 3記載の動画像表示方法において、
前記注目画素の画素濃度を分配する画素位置は、検出した4隅動きペクトル 

の始点から終点までを4隅とする定められた領域を移動させた場合に、前記領 
域に全体または一部が重なる画素である、動画像表示方法。

1 5 . 請求項1 3に記載の動画像表示方法において、
前記注目画素の画素濃度^分配する分配割合は、検出した4隅動きペクトル 

の始点から終点までを4隅とする定められた領域を移動させた場合に、前記領 
域と画素とが重なる面積を、各ザブフィールドが発光する時間で積分した値で 
ある、動画像表示方法。
1 6. 請求項1に記載の動画像表示方法において、 

偽輪郭の発生する信号レベル近傍の画素の動きを動きペクトルとして検出 
する、動画像表示方法。
1 7 . 請求項16に記載の動画像表示方法において、

現フィールド画像及び前フィールド画像のそれぞれにっいて偽輪郭の発生 
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する信号レベル近傍の区間を閾値により2値化し、2値化画像を比較して動い 
た画素の移動画素数及び移動方向から動きペクトルを検出し、現フィールド画 
像で偽輪郭の発生する信号レベルを持った動き画素をその動きペクトルに応じ 
て補正して新たな画像データを生成する、動画像表示方法。
1 8 . 請求項1 6に記載の動画像表示方法において、

現フィールドの2値化画像を^複数の検出ブロックに分割し、検出ブロック 
毎に前フィールドの2値化画像内に参照領域を設定し、参照領域内に複数設定 
した参照ブロックと検出ブロックとの一致度を評価し、評価値の最も高い参照 
ブロックと前記検出ブロックとの位置関係から動き画素の移動画素数及び移動 
方向を検出する、動画像表示方法。
1 9 . 請求項1 6に記載の動画像表示方法において、

検出ブロックと参照ブロックとの比較で動きの検出されなかった検出ブロ 
ックを不定ブロックとして仮登録し、動きが検出された既知ブロックに囲まれ 
た不定ブロックを既知ブロックと同じ移動画素数及び移動方向であると判定す 
る、動画像表示方法。
2 0 . 請求項1 9に記載の動画像表示方法において、
不定ブロックの処理は、それを囲む既知ブロックの移動画素数及び移動方向 

により線形補間により当該検出ブロックの移動画素数及び移動方向を求める、 
動画像表示方法。
2 1. 請求項1 6に記載の動画像表示方法において、
検出ブロック毎にに G，

検出し、多数決判定により当該検出ブロックの移動画素数及び移動方向を確定 
する、動画像表示方法。
2 2 . 請求項1 6に記載の動画像表示方法において、

現フィールド画像及び前フィールド画像を、2
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れら信号レベルを組み合わせた信号レベルを中心とした多階層のしきい値で2 

値化し、多階層画像データ毎に動きペクトル:を検出する、動画像表示方法。
2 3 . 請求項1 6に記載の動画像表示方法において、

現フィールド画像及び前フィールド画像を2値化前に平滑化処理する、動 
画像表示方法。
2 4. 請求項16に記載の動画像表示方法において、
偽輪郭の発生する信号レベルに対応して動きペクトルに応じた補正データを 

補正テーブルに登録しておき、検出した動き画素の移動画素数及び移動方向に 
基づいて前記補正テーブルから新たな画像デー夕を取り出す、動画像表示方法。 
2 5 . 請求項1に記載の動画像表示方法において、

現フィールド画像及び前フィールド画像からブロック単位で動きベクトル 
を検出する際に、前記現フィールド画像と前記前フィールド画像の画素レベル 
に応じて各々に付与した識別コードの相関値から動きペクトルを検出する、動 
画像表示方法。
2 6. 請求項2 5に記載の動画像表示方法において、

現フィールド画像と前フィールド画像の画素レベルに応じて各々に識別コ 
ード^付与し、現フィールドの識別コード画像を複数の検出ブロックに分割し、 
検出ブロック毎に前フィールドの識別コード画像内に参照領域を設定し、参照 
領域内に複数設定した参照ブロックと検出ブロックとの一致度を識別コードに 
基づいて評価し、評価値の最も高い参照ブロックと前記検出ブロックとの位置 
関係から動きペクトルを検出する、動画像表示方法。
2 7. 請求項2 5に記載の動画像表示方法において、

画素レベルに応じて識別コードを付与する際に、画素レベルに応じて区分 
領域の異なる2種類以上の識別コードを付与し、各々に求めた動きペクトルを 
統合して画素の動きペクトルを求める、動画像表示方法。



wo 98/44479 PCT/JP98/01335

73

2 8. 請求項2 5に記載の動画像表示方法において、 
識別コードが同一のブロックは、動きペクトル検出をバスする、動画像表 

示方法。
2 9 . 請求項2 5に記載の動画像表示方法において、

現フィールド画像及び前フィールド画像は、êR١ G、3画像信号の成分 
割合を等しくなるように変換した等価輝度画像信号である、動画像表示方法。
3 0 . 請求項2 5に記載の動画像表示方法において、

画像の濃度勾配を検出し、濃度勾配の平坦部は動き検出に依存しない現フ 
イールド画像のデータ分散処理を行う、動画像表示方法。
31. 輝度の重みの異なる複数のサブフィールドで1フィールドの画像を構 
成し、1フィールドの画像を構成するサブフィールドの組み合せを変化させる 
ことにより必要な階調を表示する動画像表示装置において、

隣接するフィールド間で画像の動きペクトルを検出する動きペクトル検出 
手段と、

検出した動きペクトルにしたがって画像が移動した場合に網膜が受ける階 
調と等価の階調を網膜に与える画像デ.夕を新たに生成する再生手段と、

新たに生成した画像データに基づいてサブフィールドの駆動データを生成 
するサブフィールド決定手段と、を具備する動画像表示装置。
3 2. 請求項3 1に記載の動画像表示装置において、
前記再生手段は、
検出した動きペクトルに基づいて、各サブフィールド毎に当該ザブフィー 

ルドの発光開始位置と発光終了位置の座標値を算出する中間座標抽出部と、
前記中間座標抽出部から出力される座標値に基づいてサブフィールドの点 

灯、または不点灯を制御する2値データを出力し、かつ、下位サブフィールド 
に与える画像データを出力するビットマップ出力部とを備え、
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前記サブフィールド決定手段は、 
前記ビットマップ出力部からの2値データを全サブフィールドにわたって 

合成してザブフィールド駆動デー夕ج出力する合成部を備える、動画像表示装 
置。
3 3 . 請求項3 2に記載の動画像表示装置において、 

前記中間座標抽出部とビットマップ出力部は、1フィールドの画像を構成 
するサブフィールドの個数分と同個数設けられている、動画像表示装置。
3 4. 請求項3 2に記載の動画像表示装置において、
前記ビットマップ出力部は、
前記中間座標抽出部より出力される座標値に基づいて、画像データを所定 

のサブフィールド平面に分配する割合を算出する寄与率演算部と、
画像データに前記寄与率を乗ずる複数の乗算器と、 
前記寄与率を乗じて分配したデータ値に基づいて当該サブフィールドの点 

灯、もしくは不点灯を制御する2値データを出力し、かつ、前記分配配置した 
画像データを取り込んで、下位サブフィールドに与える画像データ^生成する 
際の減衰率を算出する減衰率演算部と、

前記減衰率を前記分配した画像データに乗ずる複数の乗算器と、 
前記減衰率を乗じた画像データを取り込んで下位ザブフィールドのための 

画像データを生成する新画像データ収納部と、；を備える動画像表示装置。
3 5 . 請求項3 2に記載の動画像表示装置において、 
前記ビットマップ出力手段部は、
前記寄与率の値を予め尺〇皿テーブルに保持し、前記中間座標抽出部より 

の座標値に基づいて、画像デ-夕を所定のザブフィールド平面に分配する割合 
を前記R〇Mテーブルより出力する寄与率出力部と、

画像データに前記寄与率を乗ずる複数の乗算器と、
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前記寄与率を乗じて分配したデータ値に基づいて当該サブフィールドの点 
灯、もしくは不点灯を制御する2値データを出力し、かつ、前記分配した画像 
データを取り込んで下位サブフィールドに与える画像データを生成する際の減 
衰率を算出する減衰率演算部と、

前記減衰率を前記分配した画像データに乗ずる複数の乗算器と、

前記減衰率を乗じた画像データを取り込んで下位サブフィールドのための 
画像データを生成する新画像データ収納部と、を備える動画像表示装置。
3 6. 請求項3 1に記載の動画像表示装置において、
前記再生手段は、
検出した動きペクトルに基づいて各画素毎の4隅の移動方向及び移動量を 

示す4隅動きペクトルを算出する4隅動きペクトル演算部と、
前記4隅動きペクトルに基づいて、各サブフィールド毎に当該ザブフィー 

ルドの発光開始位置と発光終了位置の座標位置を算出する中間座標抽出部と、
前記座標値に基づいてサブフィールドの点灯、または不点灯ذを制御する2 

値データを出力し、かつ、下位ザブフィールドに与える画像データを出力する 
ビットマップ出力部とを備える、動画像表示装置。
3 7. 請求項3 6に記載の動画像表示装置において、
前記ビットマップ出力部は、
前記中間座標抽出部より出力^れる4隅ペクトルの中間座標値を4隅とす 

る定められた領域の面積を定められた期間積分する画素面積演算部ど
前記4隅ペクトルの中間座標値にも基づいて、画像データを所定のサブフ 

ィ.ルド平面に分配する割合を算出する寄与率演算部と、
画像データに前記寄与率を乗ずる複数の乗算器と、
前記寄与率を乗じて分配したデータ値に基づいて当該サブフィールドの点 

灯、もしくは不点灯を制御する2値データを出力し、かつ、前記分配した画像 
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データを取り込んで下位サブフィールドに与える画像データを生成する際の減 

衰率を算出する減衰率演算部と、
前記減衰率を前記分配した画像データに乗ずる複数の乗算器と、
前記減衰率を乗じた画像データを前記画素面積演算部で算出した成分値で 

除算する複数の除算器と、
前記除算された画像データを取り込んで下位サブフィールドのための画像 

データを生成する新画像データ収納部と、を備える動画像表示装置。
3 8. 請求項3 6に記載の動画像表示装置において、
前記ビットマップ出力部は、
前記中間座標抽出部より出力される4隅ペクトルの中間座標値を4隅とす 

る定められた領域の面積を定められた期間積分する画素面積演算部と、
寄与率の値を予めR0Mテ^ブルに保持し、前記4隅ペクトルの中間座標 

値にも基づいて、画像データを所定のサブフィールド平面に分配する割合を前

画像データに前記寄与率を乗ずる複数の乗算器と、
前記寄与率を乗じて分配したデータ値に基づいて当該サブフィールドの点 

灯、もしくは不点灯を制御する2値データを出力し、かつ、前記分配した画像 
データを取り込んで下位ザブフィールドに与える画像データを生成する際の減 
衰率を算出する減衰率演算部と、

前記減衰率を前記分配した画像データに乗ずる複数の乗算器と、

前記減衰率を乗じた画像データを前記画素面積演算部で算出した成分値で 
除算する複数の除算器と、

前記除算された画像データを取り込んで下位サブフィールドのための画像 
データを生成する新画像データ収納部と^備える動画像表示装置。
3 9. 請求項3 6に記載の動画像表示装置において、
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前記ビットマップ出力部は、
1面٠而精（が酋유주&사세¥구一7시시사라寺1. 前記中間座標抽出部より出 

力される4隅ペクトルの中間座標値を4隅とする定められた領域の面積を前記

前記4隅ペクトルの中間座標値にも基づいて、画像データを所定のサブフ
イールド平面に分配する割合を算出する寄与率演算部と、

画像늣ータに前記寄与率쭌乗군죠複数^乗算器と、
前記寄与率を乗じて分配したデータ値に基づいて当該サブフィールドの点 

灯、もしくは不点灯；を制御する2値データを出力し、かつ、前記分配した画像 
データを取り込んで下位サブフィールドに与える画像データを生成する際の減 
衰率を算出する減衰率演算手段と、

前記減衰率を前記分配した画像データに乗ずる複数の乗算器と、 
前記減衰率쥰乗じ뇬画像늣ータ쭌前記画素面積演算部で算出し쓴成分値꿋 

除算する複数の除算器と、
該記除算された画像データを取り込んで下位ザブフィールドのための画像 

データを生成する新画像データ収納部とを備える動画像表示装置。
4 0. 請求項3 1に記載の動画像表示装置において、
前記動きペクトル検出手段は、
偽輪郭の発生する信号レベル近傍の閾値で現フィールド画像及び前フィー 

ルド画像を2値化する2値化処理手段と、
フィールド間で2値化画像を比較して画素の動きを検出する動き検出手段 

とを備え、
前記再生手段は、
偽輪郭の発生する信号レベル毎に移動画素数及び移動方向に対応した補正

データが登録された補正テーブルと、
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現フィールド画像から偽輪郭の発生する信号レベルの画素を抽出する抽出 
手段と、

この抽出画素の動き検出結果及び信号レベルに対応した補正データを前記 
補正テーブルから取り出して当該画素を補正する補正手段と、を備える動画像 
表示装置。
4 1. 輝度の重みの異なる複数のサブフィールドで1フィールドの画像を構 
成し、1フィールドの画像^構成するサブフィールドの組み合せを変化させる 
ことにより必要な階調^表示する動画像表示装置において、

現フィールド画像及び前フィールド画像を画素レベルに応じて識別コード 
を付与する識別コード化手段と、

フィールド間で識別コード画像を比較して動きペクトルを検出する動きペ 
クトル検出手段ど

前記動きペクトル検出手段により現フィールド画像のブロック毎に求めら 
れた動きベクトルが登録された動きベクトルテーブルと、

前記動きベクトルテーブルから現フィールド画像の注目画素位置の動きべ 
クトル検出結果を取り出して当該画素を補正するデータ補正手段とを具備する 
動画像表示装置。
4 2 . 請求項41に記載の動画像表示装置において、 

現フィールド画像の補正を行うデータ分散処理手段と、 
前記現フィールド画像の濃度差分布を検出する濃度勾配検出手段と、 
検出した現フィールド画像の濃度差分布に基づいてデータ分散処理による 

補正処理か又は前記動きペクトルテーブルによるデータ補正処理かを選択する 
切換手段とを備える動画像表示装置。
4 3 . 請求項4 1に記載の動画像表示装置において、

現フィールド画像及び前フィールド画像の入力画像は、êR١ G、Bi
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信号の成分割合を等しくなるように変換した等価輝度画像信号である、動画像 
表示装置。
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図13

信号レベル （サンプル画像）
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